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 表紙の絵は、福岡市内にお住いの障がい児・者とそのご家族

によびかけて集まった、多くの応募作品の中から選ばれた26点

の作品をそのまま使って壁画としてデザインしました。 

 楽しい遊びやみんなの笑い声が聞こえ、未来の夢も見えてき

ます。 



福岡市西部地域の障がい児者福祉への 
これまでの取り組み 

 

 福岡市立西部療育センター・西障がい者フレンドホームは、令和元年度で開設１８年目となりまし

た。開設以来、福岡市西部地域の障がい児者へ、福祉サービスを提供する拠点施設としての役割を

果たしてまいりました。令和元年度は、年度の終わりからコロナウイルス感染症の世界的流行が発

生しました。本年報においてはまだその影響は限られていますが、その後の私たちの生活は大きな

影響を受けました。感染予防の取り組みが日常となる中で、つながりを維持することや当たり前の

生活の大切さを思い、職員一同体制を工夫し取り組んでまいりました。利用者の皆様、関係者の皆

様には様々なお願いをしてご負担をおかけしたことをお詫び申しあげますとともに、ご協力に厚く

感謝いたします。 

 西部療育センター・西障がい者フレンドホームは福岡市が設置し、指定管理制度のもとで福岡市

社会福祉事業団が事業運営をしてまいりました。令和元年度は、第４期指定管理の５年間が終わる節

目の年でもありました。本巻頭言では、この節目において取り組みの歴史について触れてみたいと

思います。 

 福岡市の療育の中核施設は、昭和５４年の心身障がい福祉センター（あいあいセンター）の開設か

ら始まりますが、同じ年に当時の厚生省から心身障がい児総合通園センターの構想が示されたこと

から分かりますように、全国的にも先駆的な取り組みでした。その後の地域療育のニーズの広がり

とともに、平成５年には福岡市福祉総合計画で障がい児療育センター（仮称）の構想が示され、そ

こでは「早期発見・早期療育の充実」、「重複障がい児への総合的療育指導」、「学齢前の障がい児へ

の一貫した療育指導」がうたわれました。その後の沿革や現在の取り組みは本誌の１ページ以降に

記載されていますが、当初の理念を具体化する形で地域療育において役割を果たしてきたことに気

づかされます。 

 西障がい者フレンドホームは西部療育センターとともに平成１４年に開設され、社会適応や福祉の

向上を目的として、幼児期から高齢者までの幅広い年齢の障がい児者に文化活動や憩いの場を提供

してきました。福岡市社会福祉事業団としての事業の詳細は、本誌４０ページ以降をご覧ください。

特に当フレンドホームでは作業療法士が常勤し、理学療法士、言語聴覚士といった専門スタッフも

関わってきました。高次脳機能障がい者を対象としたリハビリ教室では脳卒中後遺症者等への自立

と社会参加に取り組み、その後の文化教室の利用等を通して長期的な視点での活動の場を提供して

まいりました。開設から１８年間の取り組みは、校区の祭りでの子どもダンス教室の発表といった地

域活動への参加や、障がい者スポーツへの参加、福岡市障がい児・者美術展（福岡コアサイドアー

ト美術展）の運営への参画へと広がりもみせています。令和２年度からの第５期指定管理では社会福

祉法人野の花学園に指定管理が移行することとなりましたが、今後益々の発展と地域福祉への貢献

が期待されます。 

 当センターではこれからも職員一同、広い視野で支援を提供する総合的な支援施設として、利用

者の立場に立った支援を心がけてまいります。今後ともご支援ご協力の程をよろしくお願いいたし

ます。 

 

福岡市立西部療育センター センター長  

佐竹 宏之 
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第 １ センターの概要 
 

 

１ 沿 革 

 

  福岡市では、心身障がい福祉センターを中核として医療機関、保健所、児童相談所等の関

係機関との連携のもと、肢体不自由児通園施設、知的障がい児通園施設の療育サービスを行

ってきたが、肢体不自由児通園施設が対象年齢により市内に実質１カ所しかなく、児童・保

護者の負担が大きいこと、また知的障がい児通園施設においても姿勢・運動・言語の訓練な

ど、医療的なケアの必要性がたかまっていたことから、地域の核となる新たな療育センター

の整備について検討がなされてきた。その結果、平成１１年度に「療育センター基本計画」

が策定され、市内の東部及び西部に療育センターを整備することが定められた。 

  また、身体障害者福祉センター（Ｂ型）「障がい者フレンドホーム」が昭和６２年度から市

内各行政区に順次整備されてきたが、６カ所目となる「西障がい者フレンドホーム」は在宅

障がい者デイサービス施設として、西部療育センターに併設されることになった。 

  西部療育センター・西障がい者フレンドホームの設計については、利用者や施設関係者の

要望・意見を踏まえて行い、平成１２年１２月に着工、同１４年４月にオープンした。 

  なおこれに伴い、昭和５１年度の開所から城南区において療育サービスを行ってきた「福

岡市立みずほ学園」は閉園した。 

 

 平成６～７年度   

 ●「障がい児療育センター研究会」 

  福岡市における障がい児の現状及び先進他都市の状況を調査し、必要とされる療育機能や

施設形態等について調査・研究を実施。 

  平成 ６ 年 ８ 月３１日～ ８ 年 ３ 月２７日 研究会（計５回） 

  平成 ７ 年 ３ 月１３日～１６日 他都市視察 

 

 平成８年度   

 ●「障がい児療育センター基本構想策定委員会」 

 療育センターの基本構想の策定。 

  平成 ８ 年 ７ 月２４日～ ９ 年 ３ 月２７日 委員会（計３回） 

  平成 ８ 年 ９ 月 ３ 日 他都市調査 
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 平成９年度   

 ●「障がい児療育センター基本計画検討委員会」 

 療育センター基本計画の策定。 

  平成 ９ 年 ６ 月 ２ 日～１０年 １ 月３０日 委員会（計２回） 

  平成 ９ 年 ６ 月１１日～ ９ 月３０日 作業部会（計１３回） 

  平成１０年 ３ 月２７日 検討案作成 

 

 平成１０年度   

 ●平成９年度の検討案に基づき基本計画を策定。 

  平成１０年 ９ 月 ８ 日 調整会議 

 

 平成１１年度   

 ●療育センター基本計画 

  平成１１年 ５ 月１０日 策定 

 ●「西部療育センター及び西障がい者フレンドホーム基本・実施設計作業チーム」 

  平成１１年 ６ 月２２日～ ９ 月３０日 検討会（計５回） 

 ●基本設計 

  平成１１年１０月１８日 策定 

 

 平成１２年度   

 ●実施設計 

  平成１２年 ８ 月１４日 策定 

 ●工事 

  平成１２年１２月１９日～１４年 ２ 月２８日 工事 

 

 平成１３年度   

 ●福岡市社会福祉事業団事務局における開設準備室 

  平成１３年 ４ 月 １ 日 設置（専任職員２名、兼任職員８名） 

  平成１４年 ３ 月 １ 日 兼任職員を専任職員とした 

 

 平成１４年度   

 ●開所 

  平成１４年 ４ 月 １ 日 開所 

  平成１４年 ４ 月 １ 日 フレンドホーム利用受付開始 

  平成１４年 ４ 月 ４ 日 落成式 

  平成１４年 ４ 月 ８ 日 第１回入園式（通園療育開始） 

  平成１４年 ４ 月 ９ 日 診察所診察業務開始 

  平成１４年 ５ 月 １ 日 デイサービス業務開始 

 （運営：福岡市身体障害者福祉協会） 

  平成１４年 ６ 月 ４ 日 肢体不自由児単独通園開始 
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 平成１６年度   

 平成１６年 ４ 月 １ 日 通園児定員６０人を７０人に定員増 

 平成１６年 ７ 月 １ 日 短期入所事業開始 

 

 平成１８年度   

 平成１８年１０月 １ 日 通園施設契約制度へ移行 

 平成１８年１０月 １ 日 日中一時支援事業開始（旧短期入所事業） 

 

 平成１９年度   

 平成１９年 ４ 月 １ 日 生活介護事業開始（旧デイサービス事業） 

 （運営：福岡市身体障害者福祉協会） 

 

 平成２０年度   

 平成２０年１２月 障がい児保育訪問支援事業試行 

 

 平成２１年度   

 平成２１年 ４ 月 １ 日 障がい児保育訪問支援事業開始 

 平成２１年１１月 １ 日 発達障がい児（知的障がいを伴わない）

の日中一時支援事業開始 

 

 平成２２年度   

 平成２２年 ９ 月１７日 地域子育て支援「きらきら広場」開始 

 平成２２年１０月 １ 日 日中一時支援事業 緊急特別枠開始 

 

 平成２３年度   

 平成２３年 ４ 月 １ 日 通園児定員の１２５％受入 

 

 平成２４年度   

 平成２４年 ４ 月 １ 日 児童福祉法改正により、児童発達支援セ

ンターとなる 

 平成２４年１１月 開設１０周年記念誌発行 

 

 平成２８年度   

 平成２８年 ４ 月 １ 日 児童発達支援事務所「分園すてっぷ南庄」

開所 

 私立幼稚園障がい児支援事業開始 

 

 平成３０年度   

 平成３０年 ４ 月 １ 日 居宅訪問型児童発達支援事業開始 

 

 令和元年度   

 令和 ２ 年 ３ 月３１日 西障がい者フレンドホームの指定管理者

としての指定終了 



－ 4 － 

２ 各階の平面図 
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３ 業務の概要 
 

 (1) 西部療育センター 

児童発達支援センター 定員70名 

のびのび園（３～５歳児） 

 知的障がい児単独通園（３～５歳）／週５回 ７クラス（くま･うさぎ･こあら 

 きりん･ぞう･りす･ぱんだ組）  肢体不自由児単独通園（５歳）／週５回 

 肢体不自由児親子通園（４歳）／週５回 １クラス（らいおん組） 

 肢体不自由児親子通園（３歳）／週３回 １クラス（ぺんぎん組） 

きらきら園（１～２歳） 

 知的障がい児親子通園（２歳）／週２回 ２クラス（ひよこＡ･Ｂ組） 

 知的障がい児親子通園（１歳）／週１回 １クラス（ひよこＣ組） 

 肢体不自由児親子通園（２歳）／週２回 １クラス（はとＡ組） 

 肢体不自由児親子通園（１歳）／週１回 １クラス（はとＢ・Ｃ組） 

 肢体不自由児親子通園（４～５歳）／週１回 １クラス（ことり組） 

居宅訪問型児童発達支援事業 

保育所等訪問支援事業 

日中一時支援事業 

 障がい児相談支援事業 

特定相談支援事業 

障がい者相談支援事業 

 
 相談支援専門員（コーディネーター） 

 による相談・生活支援、利用計画作成   

 診療所      小児科、リハビリテーション科、精神科 

 診察 

 訓練・支援      理学療法士・作業療法士・言語聴覚士 
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障がい児等療育支援事業 

在宅訪問による療育支援  来所困難児・重症児家庭訪問 

  重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業 

外来による療育支援  個別療育・経過相談 （主に月２回以下） 

  グループ療育 

      

・０歳児のグループ 

・幼稚園、保育園在籍児のグループ 

・諸事情により通園困難な児童のグループ等 

施設訪問による療育支援  幼稚園・保育園・学校等への援助 

啓発に関する事業 

 単独通園 分園すてっぷ南庄（児童発達支援事業） 定員10名 

 親子通園 

 

 (2) 西障がい者フレンドホーム 

 在宅障がい者デイサービス施設 

 （身体障がい者デイサービスセンター） 
  

   リハビリ教室・文化教室事業   

リハビリ教室 高次脳機能障がい者も参加しやすい教室 

     

（水）（木） 
コミュニケーション教室、マクラメ教室 
パソコン教室、ヨーガ教室、理学療法士による基礎運動 
教室、作業療法士と作る健康料理教室 

陶芸教室 週１回（金） 

水墨画教室 月２回（第２・４金） 

絵画創作教室 月１回（第３土） 

こどもダンス教室 月２回（第２・４土） 

ヨーガストレッチ教室 月２回（第１・３木） 

健康マット体操教室 月２回（第２・４火） 

マクラメ教室 月１回（第１土） 

男の料理教室 月１回（第１土） 

こども書道教室 月１回（第２土） 

   部屋利用    
    

講習室（大・中・小） 

浴室 

   更生相談    
    

   啓発事業    
    

   生活介護事業  （運営：福岡市身体障害者福祉協会） 
  

    
    火～土曜日 

    ・内容 創作活動、レクリエーション、食事・入浴サービス 
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４ 人員配置 

係長（１） 

通園係 社会福祉職（児童指導員）・保育士（17） 

児童指導員・保育士（嘱託員）（５） 

係長（１） 

社会福祉職（発達相談員・コーディネーター）（５） 

言語聴覚士（２） 

理学療法士（２） 

作業療法士（２） 
センター長 次長 相談係 

ケースワーカー（嘱託員）（１） 
(小児科医) 

発達相談員（嘱託員）（３） 

外来療育・訪問保育士（嘱託員）（２） 

看護師（嘱託員）（２） 

事務職（２） 

作業療法士（１） 

管理係 栄養士（嘱託員）（１） 

(次長事務取扱) 調理業務員（嘱託員）（２） 

分園すてっぷ南庄・保育士（嘱託員）（４） 

（ ）内は人数 

 

５ 通園・訓練までの流れ 

 相 談 ・ 診 断 ・ 判 定  

電話 
相談 

 

 

小 児 科 
受 付 

発達検査 

初回診断 その他の評価 

・理学療法士 
・作業療法士 
・言語聴覚士 

ケースワーク 

     
 

 
サービス 
方針会議 

 

 

 

 

 

通 園 

 医 療  

相談支援  （運動訓練）  

 （言語訓練）  
     

障がい児等 
療育支援事業 

 

日中一時支援 

 

分 園   
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６ 福岡市の療育システム 
 親子通園・親子同伴利用  児童の単独通園 

サービス
の種類 

障がい種別 施設名 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳以上 

通 
 

園 
 

療 
 

育 

知的障がい 
発達障がい 

西部療育センター 
東部療育センター 
めばえ学園 

       

あいあいセンター        

しいのみ学園 
ゆたか学園 
こだま 
ｊｏｙひこばえ 
野の花 

      

 

肢体不自由 

西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 
あゆみ学園 

      

 

聴覚障がい あいあいセンター 
 
 

     
 

視覚障がい あいあいセンター 
 
 

     
 

（
訓
練
・
個
別
療
育
等
） 

外
来
診
療
・
支
援
事
業 

知的障がい 
発達障がい 

西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 

      
 

言語障がい 
西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 

      
 

肢体不自由 

西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 
あゆみ学園 

      

 

聴覚障がい 
視覚障がい 

あいあいセンター 
      

 

児童発達支援事業所 

すてっぷ南庄 
すてっぷ松香台 
すてっぷ長浜 
ｊｏｙとびっこくらぶ 

      

 

 

就 
 
 
 
 

学 

福岡聴覚特別支援学校幼稚部 

福岡視覚特別支援学校幼稚部 

（ 形 態 は 事 業 所 に よ る ）
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第 ２ 相 談 事 業 
 

 

 西部療育センターの相談窓口として、様々の相談に応じながら、専門スタッフによる診断・

判定を実施し、必要に応じた療育・訓練などの援助へつないでいくことを主な目的としている。 

 

１ 診療部門 

 

 (1) 概 要 

   西部療育センターは福祉施設であるとともに、健康保険医療機関としての診療所でもあ

る。機能訓練や療育・相談などを希望される方（原則として福岡市内西区、早良区在住者）

に対して、各診療科（小児科、リハビリテーション科、精神科）の医師が医学的見地から

相談に応じ、加えて発達相談員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、ケースワーカー、

相談支援専門員、看護師等の他職種と連携の下、外来訓練、外来療育、あるいは通園療育

などの方針を検討し保護者に提示している。必要に応じて訓練の処方を行い、また通園児

の定期健康診断や健康管理を行っている。 

 

 (2) 業務内容 

  ア 医学的診断（診断書作成を含む） 

  イ 療育方針や訓練処方 

  ウ 経過観察指導（障がいの状態や発育状況の把握） 

  エ 通園児の健康管理 

   ①定期健康診断 

   ②肢体不自由児通園部門通園児の来所時健康チェック 

    医療ケア必要児への対応 

    療育看護 

  オ 外来療育グループ（ちょうちょグループ・ありんこグループ・たんぽぽグループ） 

  カ 食事栄養相談 

  キ 育児相談 

  ク 小児科診察相談会の小児科医師派遣（ゆたか学園） 

  ケ 保健福祉センター乳幼児健康診査への小児科医師派遣 

  コ 他の医療機関との連携 
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 (3) 診療・スタッフ 

 診 療 科 目 

月 小児科・精神科（隔月１回） 

火 小児科・精神科（月１回） 

水 
小児科・リハビリ科 

（奇数月２回） 

木 
小児科・リハビリ科 

（偶数月２回） 

金 小児科・精神科（隔月１回） 

 

  ○各科の医師 

    小児科         常 勤 １名  非常勤 ４名 

    リハビリテーション科  非常勤 ４名 

    精神科         非常勤 ３名 

  ○看護師 

    嘱託 ２名 

 

 (4) 診断・診察状況 

  ア 診察件数 

区  分 総  数  小 児 科 リハビリ科 精 神 科 

総  数 １，３１６  １，１７８ １２３ １５ 

初  診   ５２９    ４９９  １５ １５ 

再  診   ７８７    ６７９ １０８ － 

 

  イ エックス線撮影状況 

区  分 撮影日数 撮影実人数 撮影延人数 

総  数 １９ ２９ ３７ 

   ※エックス線撮影の設備がないため西区保健福祉センターに協力していただいている。 
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 (5) 新規受付児の疾患別状況 
（新規受付児：総数 ４９９人)＊１ 

疾患名 総 数 ０～５ヶ月 ６～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳以上 

脳性運動 

障 が い 

脳 性 麻 痺 ５ 

７ 

－ － ３ － １ － １ － 

脳性麻痺のリスク ２ － － ２ － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － 

他の運動

障 が い 

筋 疾 患 － 
－ 

－ － － － － － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － 

運動発達

遅 滞 

運 動 の 遅 れ ６ 
２２ 

－ １ ４ １ － － － － 

低 緊 張 １６ － ２ ８ ３ ３ － － － 

先天異常 

ダウン症候群 ８ 

１５ 

－ ３ ３ － ２ － － － 

他の染色体異常 ２ － － １ － １ － － － 

奇 形 症 候 群 １ － － １ － － － － － 

脳 奇 形 ３ － － １ １ １ － － － 

神経皮膚症候群 － － － － － － － － － 

口 蓋 裂 １ － － １ － － － － － 

発 達 

障がい 

自 閉 症 ＊２ － 

４５８ 

－ － － － － － － － 

広汎性発達障がい ＊３ ２３８ － － １１ ７２ ８３ ４２ １９ １１ 

高機能広汎性発達障がい＊４ １３７ － － ３ １３ １７ ３８ ５２ １４ 

特異的発達障がい ＊５ ２４ － － ２ ４ １ ４ ９ ４ 

Ａ Ｄ Ｈ Ｄ ３５ － － － － ５ １２ １２ ６ 

そ の 他 ＊６ － － － － － － － － － 

精神遅滞 

精 神 遅 滞 １７０ 

３２３ 

－ － １０ ５６ ６９ ２０ １２ ３ 

精神遅滞（境界域） １３１ － － ４ ２８ ４２ ２８ １８ １１ 

精神運動発達遅滞 ２２ － ５ １４ １ ２ － － － 

て ん か ん ６ ６ － － ２ － ２ － １ １ 

代 謝 性 疾 患 １ １ － － － － １ － － － 

内 分 泌 疾 患 ７ ７ － １ １ １ ３ － １ － 

情 緒 障 が い ７ ７ － － － － １ ２ ３ １ 

言語発達の遅れ ＊７ ２ ２ － － － １ １ － － － 

構 音 障 が い ＊８ ２１ ２１ － － － １ ４ ３ １０ ３ 

後天性失語症 － － － － － － － － － － 

吃     音 １６ １６ － － － １ ３ ４ ５ ３ 

聴 覚 

障がい 

感 音 難 聴 ２ 

４ 

－ １ １ － － － － － 

伝 音 難 聴 ２ － １ － － － １ － － 

混 合 難 聴 － － － － － － － － － 

疑 い － － － － － － － － － 

視 覚 

障がい 

盲 ・ 光 覚 － 

３ 

－ － － － － － － － 

弱 視 － － － － － － － － － 

そ の 他 ３ － － １ － ２ － － － 

正     常 － － － － － － － － － － 
 
注）＊１ 複数の疾患名をあわせもつ場合は、それぞれの疾患名を計上している。実人数は499人である。 

  ＊２ 知的な遅れを伴う自閉症を計上している。 

  ＊３ 知的な遅れを伴う特定不能の広汎性発達障がいを計上している。 

  ＊４ 知的に遅れのない広汎性発達障がい（アスペルガー症候群、高機能の自閉症を含む）を計上している。 

  ＊５ 言語性ＬＤや発達性言語障がい、発達性協調運動障がいを含む。 

  ＊６ 分類が難しい発達障がい児を計上している。 

  ＊７ 難聴、精神遅滞、脳性麻痺に基づくものは除いている。 

  ＊８ 難聴、精神遅滞に基づくものは除いている。 
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２ 発達相談部門 

 

 (1) 概 要 

   関係機関からの紹介、あるいは保護者からの直接の相談により受診を受け付ける。医師

の診察と合わせて心理判定を行い、必要に応じてケースワーカー面接を実施した上で今後

のサービス方針を検討・実施している。 

 

 (2) 新規受付児の状況 

   当センターとして新規受付児数は４９９人であった。うち、当センターと心身障がい福

祉センター（あいあいセンター）、東部療育センターが相互に重複しない真の新規受付児数

は、４９４人である。市全体の新規受付児数は１，６１４人であり、内訳は当センターが

４９４人、あいあいセンターが６９２人、東部療育センターが４２８人であった。 

   当センターの新規受付児数は、昨年よりやや増加。来所時年齢別では、昨年同様全体の

約半数を２・３歳児が占めている。 

 

 真の新規受付児数の地区別 （単位：人） 

区 分 総 数  東 区 博多区 中央区 南 区 城南区 早良区 西 区 市 外 

西 部   ４９４    －   －   －   －  － ２２８ ２６４  ２ 

市 全 体 １，６１４  ４３２ １９９ １４６ ２２７ ９０ ２２９ ２６６ ２５ 

注）市全体：西部療育センター、東部療育センター、心身障がい福祉センターの新規受付児の合計数 

 

 真の新規受付児数の来所経路別 （単位：人） 

区 分 

総

数 

医

療

機

関 

保

健

所 

児
童
相
談
所 

施

設 

保

育

園 

幼

稚

園 

学

校 

そ
の
他
の
行
政 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

知

人 

そ

の

他 

西 部   ４９４   ７８ １２６  ４  ４４  ９０  ４０ － ２７  ５１ ３０ ４ 

市 全 体 １，６１４  ３５２ ４６０ １５ １４２ ２７５ １１３ １ ６２ １２１ ６８ ５ 

 

 真の新規受付児数の来所時年齢別 （単位：人） 

区 分 総 数  ０ 歳 １ 歳 ２ 歳 ３ 歳 ４ 歳 ５ 歳 ６ 歳 
学 齢 
以 上  男 女 

西 部   ４９４   ６  ３７ １０３ １３３  ９０  ９０ ３５ －    ３４８ １４６ 

市 全 体 １，６１４  ５４ １４３ ３４０ ４６２ ２５９ ２６６ ９０ －  １，１７０ ４４４ 

注）年齢区分は初診時の歴年齢による 
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 真の新規受付児数の発達診断種別 （単位：人） 

区 分 

総 
 

 
 

数 

精

神

遅

滞 

精
神
運
動
発
達
遅
滞 

発

達

障

が

い 

精
神
発
達
の
遅
れ 

言
語
発
達
の
遅
れ 

運
動
発
達
の
遅
れ 

脳
性
運
動
障
が
い 

そ
の
他
の
運
動
障
が
い 

聴

覚

障

が

い 

構

音

障

が

い 

吃

音 

脳
性
言
語
認
知
障
が
い 

視

覚

障

が

い 

情

緒

障

が

い 

異

常

な

し 
そ

の

他 

西 部   ４９４   ３２ １７ ３７１ ３０ １０  ８  ６ ２  － １２  ６ － －  － － － 

市全体 １，６１４  ２２６ ９０ １,０１６ ８３ ３２ １２ １８ ８ ２６ ６０ ２３ － ５ １２ １ ２ 
 
注）１ この分類基準は心身障がい福祉センターの基準に基づく。 

  ２ 発達相談員が発達状況をチェックし、その結果に基づいてとらえた発達状態と障がいの原因や予後を考慮して障

がい種別の分類を行っている。 

  ３ 重複して障がいをもつ場合は、優先する何れかの障がいに単一分類している。 

  ４ 以下の障がい種別の分類は次の基準による。 

    ・精神遅滞 精神発達に遅れがみられ、しかもその遅れが将来も残ると予想される子ども 

    ・精神運動発達遅滞 精神発達、運動発達ともに遅れがみられるが麻痺はなく、概ね３歳未満で未歩行の子ど

も 

    ・発達障がい 対人的関心の希薄さ、注意転導、多動などの行動障がいや認知力のアンバランスなどの

特異な精神発達がみられる子ども 

    ・精神発達の遅れ 精神発達に遅れがみられるが、将来は正常域に入ると予想される子ども 

    ・言語発達の遅れ 言語発達に遅れがみられるが、将来は正常化すると予想される子ども 

    ・運動発達の遅れ 運動発達に遅れがみられるが、将来は正常化すると予想される子ども 

    ・脳性運動障がい 中枢神経系の障がいによる四肢、体幹の運動機能障がいがみられる子ども 

    ・その他の運動障がい 中枢神経系の障がい以外の原因によって起こる運動機能障がいがみられる子ども 

    ・異常なし 主訴は様々であっても、正常と診断される子ども 
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 (3) 発達相談部門 

   発達相談部門では、発達相談員が発達相談を担当し、発達・知能検査と行動観察による

発達診断及びカウンセリングや個別療育、訪問支援などの発達支援を行っている。また必

要に応じてケースワーカーや相談支援専門員による相談や調整もおこなっている。 
 
 相談・療育人数 （単位：人） 

総数  通園 外来 見学引率 
２，１９１  ９９ １，９５６ １３６ 

注）１ 相談・療育人数には、心理面接・ケースワーカー面接・個別療育・グループ療育件数を計上。電話相談は計上していない。 

  ２ 外来には発達相談パート在籍児を含む。 

 
  経 過 相 談：療育は当面必要としないが発達の経過を見ていく必要がある子ども、家庭

の事情などで療育に入れない子どもへ継続的な発達相談を行う。 

  個 別 療 育：幼稚園、保育園での集団適応上に困難さをもつ子どもに対して月１～２回

の定期的な個別療育を行う。 

  グループ療育：育児支援の一環として、また発達障がい児のソーシャルスキルの向上のた

め月２回の定期的な少人数グループ療育を行う。 
 
 発達相談部門在籍児（延人数） （単位：人） 

区 分 総 数  ０歳未満児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 
総 数 １，１８５  －  ７ ８２ １９４ ２５２ ２９０ ３５９  １ 

個 別 療 育     ６  －  －  －   －   １   －   ４  １ 
グループ療育    ２３  －  －  －   ７   －   －  １６  － 
経 過 相 談 １，１５５  －  ７ ８２ １８６ ２５１ ２９０ ３３９  － 
助 言 の み     １  － －  －   １   －   －   －  － 

注）年齢区分は平成31年４月１日現在の年齢による。０歳未満児とは、平成31年４月２日以降に生まれたもの。 

 
 発達障がい種別 （単位：人） 

区 分 総 数  ０歳未満児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 
総 数 １，１４３ －  ７ ８２ １８３ ２５１ ２８８ ３３１  １ 

精 神 遅 滞   １０３  －  －  ６  １９  １８  ２３  ３７  － 

精神運動発達遅滞    ６２  －  １ １１  １２  １３  １６   ９  － 
発 達 障 が い   ８４５  －  ５ ５３ １２８ １９４ ２１１ ２５３  １ 
精神発達の遅れ    ５１  －  －  ３  １２  １３  １２  １１  － 
言語発達の遅れ    ３６  －  －  ３   ４   ６  １２  １１  － 
運動発達の遅れ    １３  －  １  ５   ２   １   ３   １  － 
脳性運動障がい     ５  －  －  －   １   ２   １   １  － 
その他の運動障がい     ３  －  －  １   －   －   １   １  － 
聴 覚 障 が い     －  －  －  －   －   －   －   －  － 
視 覚 障 が い     １  －  －  －   －   －   １   －  － 
構 音 障 が い    １３  －  －  －   ２   ２   ５   ４  － 
情 緒 障 が い     －  －  －  －   －   －   －   －  － 
吃 音     ９  －  －  －   ２   ２   ３   ２  － 
異 常 な し     １  －  －  －   １   －   －   －  － 
脳性言語認知障がい     －  －  －  －   －   －   －   －  － 
そ の 他     １  －  －  －   －   －   －   １  － 
 
 所属別 （単位：人） 

区 分 総 数  ０歳未満児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 
総 数 １，１４３  －  ７ ８２ １８３ ２５１ ２８８ ３３１  １ 

在 宅   １７０  －  ６ ５４  ８３  １５  １０   ２  － 
保 育 園   ３３３  －  １ １７  ４１  ７４  ７８ １２１  １ 
障がい児保育対象   ２１９  －  － １１  ３４  ５１  ７０  ５３  － 
幼 稚 園   ４２１  －  －  －  ２５ １１１ １３０ １５５  － 
学 校     －  －  －  －   －   －   －   －  － 
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３ 訓練部門 

 

 (1) 概 要 

   医師の処方により理学療法士（２名）、作業療法士（２名）による運動療法、作業療法士

による感覚統合療法（ＳＩ）、言語聴覚士（２名）による言語療法やコミュニケーション援

助を行っており、通園児の保育にも参加している。 

   訓練を実施したケースは２６７人（理学または作業療法１８９人、言語療法８１人、う

ち複数受けているケース３人）で、あらたに訓練を開始したケースは、理学または作業療

法３７人、言語療法４５人であった。西・早良区のケースが９８.５％を占めた。理学・作

業療法の対象は脳性麻痺を中心とした脳性運動障がいが９３人で４９％を占めており、精

神運動発達遅滞が続いた。言語療法の対象は構音障がいが３５人、言語発達遅滞（障がい）

２７人（内自閉スペクトラム症１０人）が続いた。 

 

 (2) 理学療法、作業療法、言語療法 

 年齢別・性別人数 （単位：人） 

総 数  男 女  ０歳未 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 18歳以上 

２６７  １６４ １０３  １ １２ ３０ １７ ２６ ３９ ８０ ５１ １１ 

注）年齢区分は平成31年４月１日現在の年齢による。０歳未満児とは、平成31年４月２日以降に生まれたもの。 

 

 地区別人数 （単位：人） 

総 数  東 区 博多区 中央区 南 区 城南区 早良区 西 区 市 外 

２６７  － － １ － ２ ９９ １６４ １ 

 

 療育件数（延件数） 

  理学・作業療法（個別） （単位：件） 

区    分 総   数  通   園 外   来 

理 学 療 法 １，０６３    ６１３   ４５０ 

作 業 療 法 １，２３７    ６８５   ５５２ 

合    計 ２，３００  １，２９８ １，００２ 

 

 集団（延件数） （単位：件） 

区    分 通園への関わり（知的・肢体） ＳＩグループ（外来グループ療育） 

作 業 療 法  ７９ ３９ 

理 学 療 法 １４２  
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 言語療法（個別・集団）（延件数） （単位：人） 

区    分 総   数  通   園 外   来 

言 語 療 法 ６６１  １９７ ４６４ 

 

   作業療法士による感覚統合療法（ＳＩ）グループは、障がい児等療育支援事業で計上し

た。 

   言語聴覚士によるコミュニケーショングループと通園児のコミュニケーション保育は、

集団コミュニケーション療法で計上した。 

 

 食事指導件数（延件数） （単位：人） 

区    分 総   数  通   園 外   来 

食  事  指  導 ９０  ７９ １１ 

 

   食事指導は、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が担当して実施し、障がい児（者）

リハビリテーション料で計上した。 
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 (3) 理学療法・作業療法障がい種別人数 （単位：人） 

障 が い 種 別 総 数  
０ 歳 

未満児 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

６歳児 

以 上 

総   数 １８９  １ １２ ３０ １６ ２１ ２４ ２７ ５８ 

脳
性
運
動
障
が
い 

脳 性 麻 痺 ４６ 

 ９３ 

  －  －  ３  ２  ５  ２  ５ ２９ 

脳 性 麻 痺 リ ス ク  ５   －  ２  １  －  －  １  １  － 

脳 損 傷 後 遺 症  ８   －  －  －  －  ２  １  ２  ３ 

発達性協調運動障がい １５   －  －  －  －  －  ２ １２  １ 

そ の 他 １９   －  １  ３  １  ６  ４  －  ４ 

そ
の
他
運
動
障
が
い 

二 分 脊 椎  ４ 

  ９ 

  －  －  －  －  －  １  －  ３ 

分 娩 麻 痺  －   －  －  －  －  －  －  －  － 

筋 疾 患  ２   －  －  －  １  １  －  －  － 

そ の 他  ３   －  －  －  －  －  １  １  １ 

運
動
発
達
遅
滞 

精神運動発達遅滞 ３６ 

 ８５ 

  －  ５  ９  ５  ３  ５  ２  ７ 

ダ ウ ン 症 候 群 ３４   １  ４  ９  ５  ３  ５  １  ６ 

低 緊 張 児  １   －  －  １  －  －  －  －  － 

特発性運動発達遅滞  ４   －  －  ３  －  －  －  －  １ 

そ の 他 １０   －  －  １  １  １  ２  ３  ２ 

そ の 他  ２   ２   －  －  －  １  －  －  －  １ 
 
                 注）１ 年齢区分は平成31年４月１日現在の年齢による。 

                   ２ 複数の診断名がある場合運動障がいに、より関与すると思われる１つを選んだ。 

 

 (4) 言語療法障がい種別人数 （単位：人） 

障 が い 種 別 総 数  
０ 歳 

未満児 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

６歳児 

以 上 

総   数  ８１   －  －  －  －  －  －  －  － 

言
語
発
達
遅
滞 

精 神 遅 滞 １３ 

２７ 

  －  －  －  １  ３  ２  ７  － 

自閉スペクトラム症 １０   －  －  －  －  －  ２  ８  － 

受 容 性  ４   －  －  －  －  －  －  ４  － 

表 出 性  －   －  －  －  －  －  －  －  － 

構

音

障

が

い 

機 能 性 構 音 １９ 

３５ 

  －  －  －  －  －  ３ １３  ３ 

運 動 性 構 音  ３   －  －  －  －  －  １  －  ２ 

器 質 性 構 音  １   －  －  －  －  －  －  １  － 

その他の構音障がい １２   －  －  －  －  －  ２  ９  １ 

吃 音  １７   －  －  －  －  １  ６ １０  － 

重 複 障 が い   １   －  －  －  －  －  －  １  － 

そ の 他   １   －  －  －  －  １  －  －  － 

 
                                 注）年齢区分は平成31年４月１日現在の年齢による。 
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 (5) 在籍児の年齢別訓練部門所属状況 （単位：人） 

区  分 
０ 歳 

未満児 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 6～17歳 

18 歳 

以 上 
計 

職  種 
ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

西部療育 
センター 

のびのび 
肢 体 － － －  － － － － － ９ － ９  １ ５  －  － － － － ２４ 

知 的 － － － －  － － － － － １ ４  １ ２  ８  － － － － １６ 

きらきら 
肢 体 － － － －  ９ － ６ － － － －  － －  －  － － － － １５ 

知 的 － － － －  － － １ １ － － －  － －  －  － － － －  ２ 

外来療育グループ － － ３ －  １ － － － １ － １  － －  －  － － － －  ６ 

知 的 障 が い 児 施 設 － － － －  １ － － － １ １ １  － －  －  － － － －  ４ 

難 聴 幼 児 通 園 施 設 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

視覚特別支援学校幼稚部 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

聴覚特別支援学校幼稚部 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － － － 

保 育 園 ・ 所 － － １ －  ７ － ４ － ４ ２ － １０ ３ ２１  － － － － ５２ 

保育園・所（障がい児保育） － － － －  ２ － １ 
(２) － － 

(１) － ３ 
(３)  １ ６  －  － － － － １３ 

(６) 

幼 稚 園 － － － －  － － － － ２ － ５  ３ ９ ２６  － － － － ４５ 

小・中学校 

通 常 学 級 － － － －  － － － － － － －  － －  －  ９ ２ － － １１ 

通常学級 
＋通級 

聴覚障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

言語障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  １ － － －  １ 

情緒障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

特別支援 
学級 

知的障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  ５ １ － －  ６ 

情緒障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

弱 視 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

肢 体 － － － －  － － － － － － －  － －  －  ２ － － －  ２ 

高 等 学 校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  １ － － －  １ 

大 学 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

知的障がい特別支援学校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  ３ １ － －  ４ 

肢体不自由特別支援学校 － － － －  － － － － － － －  － －  － ２６ － － － ２６ 

視 覚 特 別 支 援 学 校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

聴 覚 特 別 支 援 学 校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

作 業 所 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － ９ －  ９ 

そ の 他 － － － －  － － １ － １ －  －  － １  －  － － ２ －  ５ 

家 庭 １ － ８ － １０ － ３ － ３ １ １  － １  －  － － － － ２８ 
 
                         注）１ 年齢区分は平成31年４月１日現在の年齢による。 

                           ２ ＰＴ：理学療法士、ＯＴ：作業療法士、ＳＴ：言語聴覚士 

                           ３ （ ）内の数字は、のびのび肢体と並行通園を行っている児数。 
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４ その他の相談事業 

 

 (1) 障がい児通園施設等の利用契約補助業務 

   障がい児通園施設等の利用契約関連業務のうち申請児の受付・面接、事後指導、進路調

整の業務等を行った。 

   対象人数 ３６４人 

 

 (2) 外来療育グループ （単位：人） 

グ ル ー プ 名 対象児年齢 療育頻度 グループ数 延在籍児数 延療育人数 

ち ょ う ち ょ ０ 歳 児 月１～２回  １   ３    １９ 

あ り ん こ １～５歳児 月 ２ 回  １   ３    １６ 

た ん ぽ ぽ ０～５歳児 年 ４ 回  １   ３     ４ 

と ん ぼ １～２歳児 月 ２ 回  ５  ５１   ３４７ 

Ｓ Ｉ グ ル ー プ ５ 歳 児 月 ２ 回  １   ６    ４５ 

コミュニケーション 
グ ル ー プ 

５ 歳 児 月 ２ 回  １   ４    ３６ 

ソ ー シ ャ ル ス キ ル 
グ ル ー プ 

５ 歳 児 月 ２ 回  ３  １６    ７８ 

２ 歳 児 
    （ぷち） 

月 ２ 回  １   ７    ５６ 

わ ん ぱ く 学 級 
４ 歳 児 月 １ 回  ５  ５１   ２６８ 

５ 歳 児 月 １ 回  ５  ３８   １２１ 

ま る ま る ４～５歳児 全 ５ 回  ２   ７    ３３ 

計   ２６ １８９ １，０２３ 

 
  ア ちょうちょグループ 

   ①目  的：初期の子育て支援から始まり、子どもの発達を促進する具体的な育児を援

助すると共に、保護者相互の交流の場を設けることで保護者の不安や悩み

を語り合う場にし、不安の軽減や障がい受容を促す。 

   ②対  象：運動障がいや精神発達の遅れが予想される０歳児 

   ③スタッフ：保育士 ２名、看護師 １名、外来専任保育士 １名 

 理学療法士・作業療法士 ４名 

   ④療育形態：月１～２回１０時～１１時３０分 

 親子遊び、食事指導、保護者勉強会など 

 

  イ ありんこグループ 

   ①目  的：様々な理由で親子通園を利用しづらい肢体不自由児に集団療育の場を提供

する。 

 育児に関するアドバイスや福祉に関する情報提供、保護者同士の交流の中

で、育児不安の軽減や子どもの理解を促す。 

   ②対  象：通園対象の重度肢体不自由児や摂食に問題のある１～５歳児 

   ③スタッフ：保育士 ２名、看護師 １名、外来専任保育士 １名 

 理学療法士・作業療法士 ４名 

   ④療育形態：月２回１０時～１１時３０分 

 親子遊び、食事指導、保護者勉強会など 
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  ウ たんぽぽグループ 

   ①目  的：訪問での支援を受けている重症心身障がい児に、集団療育の場を提供し、

外出の機会をつくる。 

 保護者同士の交流や情報交換の場所を設ける。 

   ②対  象：訪問での支援を受けている未就学児  

   ③スタッフ： 医師 １名、看護師１名、保育士 １名、外来専任保育士 １名 

 理学療法士・作業療法士（担当者）相談支援者（担当者） 

   ④療育形態：年４回１０時から１２時（時間内はどの時間でも自由に参加できる） 

 親子遊び、診察、発達検査（適宜）など 

 

  エ とんぼグループ 

   ①目  的：様々な理由で親子通園を利用しづらい知的障がい児・発達障がい児に集団

療育の場を提供すると共に、福祉情報の提供や保護者同士の交流の中で、

育児不安の軽減や子どもの状態についての理解を促す。 

   ②対  象：通園困難な知的障がいのある１・２歳児 

   ③スタッフ： 保育士 ４名、ケースワーカー １名、外来専任保育士 １名、発達相談員 ２名 

   ④療育形態：月２回１０時１５分～１１時４５分、 

 集団保育、保護者勉強会、個別面談など 

 

  オ ＳＩ（感覚統合）グループ 

   ①目  的：感覚統合に何らかの困難さを持ち、感覚を受け取る力の難しさ、運動の苦

手さ、不器用さのある子どもたちに対して、感覚統合理論に基づいて、様々

な活動を経験し、感覚の調整力を促し、ボディイメージや運動企画を高め

る場を提供する。また、保護者の子どもへの理解を深める支援を行う。 

   ②対  象：知的に境界域～正常域で運動の苦手さ、手先の不器用さのある年長児 

   ③スタッフ：外来専任保育士 １名、作業療法士 ２名 

   ④療育形態：５才児 月２回１６時００分～１７時００分 

 

  カ コミュニケーショングループ 

   ①目  的：小集団で、やりとりや、ゲーム、話し合い活動を行い、コミュニケーショ

ンスキルの獲得を促す。保護者が子どもの状況を把握し、就学に向けスム

ーズに移行できるよう支援する。 

   ②対  象：知的に境界域～正常域で集団場面でのコミュニケーション面に苦手さがみ

られる、発達障がいのある５才児 

   ③スタッフ：外来専任保育士 １名、言語聴覚士 ２名、（発達相談員）１名 

   ④療育形態：月２回１４時～１５時３０分 

 

  キ ソーシャルスキルグループ 

   ①目  的：発達障がいの子どもたちに小集団で活動を楽しむ場を提供し、対人意識や

自己コントロール力を育むと共に、保護者同士の交流の中で育児不安の軽

減や子どもの理解を促す。 

   ②対  象：心理面、行動面での問題が顕著にみられる、年長の発達障がい児 

   ③スタッフ：発達相談員 ５名、外来専任保育士 １名 

   ④療育形態：月２回１４時３０分～１６時（５歳児） 

 前期（６～９月）、後期（１０月～１月） 
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  ク ソーシャルスキルグループ（ぷち） 

   ①目  的：２歳児の年齢の発達障がい（リスク）児の保護者への育児支援を行う。 

   ②対  象：知的な遅れのない２歳児の発達障がい（リスク）児 

   ③スタッフ：発達相談員 ２名、外来専任保育士 １名 

   ④療育形態：月２回１０時３０分～１２時 

 

  ケ わんぱく学級 

   ①目  的：幼稚園・保育園に通っている知的障がい児・発達障がい児の集団活動と、

就学に向けての情報提供や保護者同士の交流を図る。 

   ②対  象：幼稚園・保育園に通っている中～軽度知的障がい、発達障がいの４～５歳児 

   ③スタッフ： 保育士 ４名、発達相談員 ５名、外来専任保育士 １名 

   ④療育形態：月１回１４時３０分～１６時 

 集団活動、保護者勉強会など 

 

  コ まるまるグループ 

   ①目  的：保護者に子どもの行動に着目し、適切な関わり方について理解を促す。保

護者同士の交流の場を提供する。 

   ②対  象：知的な遅れのない４～５歳児の発達障がい児をもつ保護者 

   ③スタッフ：発達相談員 ２名 

   ④形  態：ペアレントトレーニングを用いた連続講座 

 全５回１０時３０分～１２時 

 

 (3) 障がい児保育への技術援助 

   福岡市では「障がい児保育」を平成１４年度より市内全認可保育園で実施している。 

 

  ア 障がい児保育対象児（Ｒ２.３.３１現在） 

全対象児（市内全域） ２２３園 ６７２人  

当センター在籍児で対象児  ７２園 ２１０人  

 

  イ 障がい児保育対象児への援助 

個 別 面 接 ・ 診 察 件 数 ２０２件   

園訪問（施設支援）件数   １件   

     注）集団療育、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士による個別療育件数は除く 

 

  ウ 研修の受け入れ、講師派遣 

通園施設体験研修受け入れ ９件   

研 修 会 講 師 派 遣 ４件   

 

  エ 障がい児保育指導委員会への派遣（１名） 

    指導委員会（対象児の判定協議、指導委員会活動及び研修の計画や実施、保育所への

指導等に関する協議など、年２２回）に参加している。 
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  オ 障がい児保育訪問支援事業 

    平成１５年度から心身障がい福祉センター所属の訪問支援保育士による支援が開始さ

れた。早良区・西区エリアの園に対しては、当センターで平成２０年１２月から施行、

平成２１年４月から実施し、現在通園係の保育士１名が専任、２名が兼任で訪問支援を

行った。 

    事業内容は、保育園を訪問し保育に参画しながら具体的な援助を行う訪問支援と、園

内研修や障がい児保育研修への参画がある。 

 

訪問支援 

(保育参加) 

訪問延日数  １１４日 

支援件数 
障がい児保育対象児  ８８人 

対象外児 １４７人 

園内研修     ９園 

その他研修参加    １６回 

 

  カ 私立幼稚園障がい児支援事業 

   ① 概要 

     私立幼稚園障がい児支援事業は、障がい児が通園する私立幼稚園に対して訪問、助

言などの支援を行う事を目的に、平成２３年度に福岡市から当事業団に委託されあい

あいセンターで支援を行ってきた。平成２８年度から当センターにも専任保育士１名

を配置し支援を行っている。 

 

   ② 目的 

     障がい児の療育経験が豊かな保育士が配置され、私立幼稚園からの電話相談に応じ、

幼稚園からの養成に応じて訪問支援や研修を行い、障がい児支援事業の充実を図るこ

とを目的とする。 

 

   ③ 対象者 

     福岡市西区、早良区の私立幼稚園 

 

   ④ 事業内容 

    ・電話相談 

     私立幼稚園からの電話相談を受け、助言等を行っている。 

    ・訪問支援 

     私立幼稚園からの要請に応じて訪問し、具体的な支援を行っている。 

    ・研修への参画 

     私立幼稚園からの要請に応じて園内研修での助言や研修講師を務めている。 
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   ⑤ 私立幼稚園支援事業 

訪問園数 ２５（延４５）園 

訪問相談人数 ９１人 

園内研修回数  ３回 

電話相談件数 ３１件 

 

  キ 保育所等訪問支援事業 

   ① 概要 

     保育所、幼稚園等の児童が集団生活を営む施設に通う障がい児に対して、障がい児

以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援を行っている。 

 

   ② 内容 

    ・保護者からの希望があり、園の理解と協力が得られ、市からの支給決定を受けてい

る障がい児を対象としている。 

    ・当センターの職員が、通園されている保育所・幼稚園等を訪問し、集団生活への適

応に向けた支援や在籍する園の職員等への支援、相談を行っている。 
 

契約人数 － 

延利用人数 － 

利用実人数 － 

 

５ 分園すてっぷ南庄 
 

 (1) 概要 

   西部療育センター分園すてっぷ南庄は、増大する療育ニーズに応えるため、また幼稚園・

保育園に通いながら専門的支援を受けたいというニーズに応えるため、児童発達支援事業

所として平成２８年４月から開設している。 

 

 (2) 目的 

   発達にばらつきやつまずきをを持つ児に対し、発達特性に合わせた医療を行い、児に対

しては発達を促し、保護者に対しては発達特性の理解を進めることで、子育ての支援を行

っている。 

 

 (3) 対象 

   福岡市内に住居する発達にばらつきやつまずきを持つ児（３～５歳児） 

 

 (4) 内容 

   ・単独通園 

   ・親子通園 

 

 (5) 事業実績 
 

 単独通園 親子通園 計 

年間在籍児数    ３３  ４６    ７９ 

年間延療育人数 １，３３１ ７８３ ２，１１４ 
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第 ３ 通 園 事 業 
 

 

 西部療育センターは児童発達支援センターで、知的障がい児（発達障がい児も含む）と肢体不自

由児の療育を実施している。 

 きらきら園は１～２歳児、のびのび園は３～５歳児を対象としている。 

 きらきら園では、知的発達に遅れのある子ども２６人、運動発達に遅れのある子ども１５人

が通園した。 

 また、のびのび園では、知的発達に遅れのある子ども６２人、運動発達に遅れのある子ども

２３人が通園した。年度末在籍数の合計は１２６人だった。 

 

１ 定 員 
 

  １日定員７０人。（定員超過利用で１３７％、最大９６人受け入れた） 

 

２ 療育の目標 
 

 ○いきいきと生活できるこども 

  ・身辺自立を目指しながら、生活や遊びに意欲的に取り組めることを大切にする。 

 ○のびのびと遊べるこども 

  ・遊びを通して興味、関心を広げ、深めることを大切にする。 

 ○きらきらと自分を表現できるこども 

  ・自分の要求や思いを伝えようとする子どもの姿を大切にする。 

  ・気持ちのやりとりを楽しめることを大切にする。 

 

３ クラス編成 （単位：人） 
 

編 成 区 分 クラス名 
曜日別通園児数 ※１ 部

屋
位
置 

主な通園方法 

職
員
※
２ 

備 考 
月 火 水 木 金 

の
び
の
び
園 

単
独
通
園 

知的障がい 
３～５ 
歳 

く ま １１ １１ １１ １１ １１ 

１階 
単独通園バス 

３  
う さ ぎ １０ １０ １０ １０ １０ ３  
き り ん １１ １１ １１ １１ １１ ３  
こ あ ら １０ １０ １０ １０ １０ ３  
ぞ う １１ １１ １１ １１ １１ ３  
り す  ９  ９  ９  ９  ９ ３  

肢体不自由 ５歳 ぱ ん だ  ５  ５  ５  ５  ５ ３  

親
子
通
園 

肢体不自由 
４歳 らいおん  ８  ８  ８  ８  ８ 

親子通園バス 

及び 

自家用車等 

２  

１・３歳 ぺんぎん  ９  － １０  －  ９ 

３階 

２  

き
ら
き
ら
園 

知的障がい 
２～３歳 

ひよこＡ １０  －  － １０  － 
３ ひよこＡ・Ｂ・Ｃは兼任 ひよこＢ  －  ９  －  －  ９ 

１歳 ひよこＣ  －  －  ７  －  － 
肢体不自由 ２歳 は と Ａ  －  ６  －  ６  － 

３ はとＡ・Ｂ・Ｃは兼任  １歳 は と Ｂ  －  ６  －  －  － 
 １歳 は と Ｃ  －  －  －  ３  － 

計 ９４ ９６ ９２ ９４ ９３    

                                 ※１ 児童数は、Ｒ２年３月末日現在 

                                 ※２ 臨時的任用職員を含む 
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４ 日 課 
 
時 間 単独通園 (知的・肢体) 親子通園 (知的・肢体) 備考 

９：00 通園バス発  ○肢体不自由児単独通園 

 …個別訓練（週１回） 

  ＯＴ保育（年４回） 

  ＳＴ保育（年５回） 

 

○肢体不自由児親子通園 

 …個別訓練（１～４歳児週１回） 

  ＯＴ保育（２～４歳児年２～３回） 

  ＳＴ保育（２歳児年２回、３・４歳児年３～４回） 

 

○知的障がい児親子通園 

  ＯＴ学習会（２歳児年１回クラス毎で２回） 

  ことばの保育・学習会 

       （２歳児年１回２クラスで２回） 

10：00 登園（バス着） 

更衣・排泄・自由遊び 

朝の会・おやつ・給茶 

設定保育 

登園（バス着） 

朝の会 

おやつ 

設定保育 

12：00 

 

 

 

14：00 

給食・歯磨き 

 

自由遊び 

 

更衣・排泄・給茶 

給食・歯磨き 

 

自由遊び 

帰りの準備・帰りの会 

降園（バス発） 

 

 

15：00 

帰りの準備・帰りの会 

 

降園（バス発） 

 

 

５ 年間行事 
 

月 の び の び 園 き ら き ら 園 

４月 入園式 年長児発達検査（４月開始～６月まで） 保育開始 

５月 

肢体不自由児単独通園開始 
春の遠足 
前期目標面談（５～６月）  
施設プール保育開始 

施設プール保育開始 
前期目標面談 

６月 学校見学（６月開始～７月まで） 日曜参観 前期目標面談 

７月 
肢体不自由児年中分離開始 
きょうだい児体験保育（７月下旬～８月上旬） 

園長懇談・クラス懇談（肢体・知的） 

８月 夏休み（６日間） 夏休み（７日間） 

９月 後期目標面談 
後期目標面談 
施設見学 
進路面接 

１０月 
運動会 
秋の遠足 家庭訪問 

日曜参観（知的障がい・肢体不自由・２歳児） 

１１月 
クラス交流会（肢体不自由） 
保育所交流 
バス散歩（11月～12月） 

日曜参観（知的障がい・肢体不自由・１歳児） 
クラス交流会（肢体不自由） 
家庭訪問（知的障がい・２歳児） 
家庭訪問（肢体不自由） 

１２月 
保育所交流 
冬休み 

冬休み 

１月 １年間のまとめ面談 クラス懇談（肢体不自由） 

２月 
１年間のまとめ面談 
バス散歩（２月下旬～３月上旬） 

園長懇談 
家庭訪問（知的障がい・１歳児） 
１年間のまとめ面談（肢体不自由・知的） 

３月 
卒園式 
春休み 

春休み 

毎月の行事 
避難訓練／誕生会／学習会／クラス懇談 
（知的障がい）個別保育参観 自由保育参観 

避難訓練 学習会 

定期健康診断等 内科健診／歯科健診・視機能評価（希望者のみ） 
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６ 療育内容 
 

 (1) 通園形態 

  ア 親子通園 

    １～２歳児の知的障がい児と１～４歳児の肢体不自由児が親子同伴で通園している。

子育ての具体的な方法を保護者に提案し、家庭での育児がより円滑に行われるよう援助

している。また、保護者同士の交流の機会にもなっている。 

 

  イ 単独通園 

    ３～５歳児の知的障がい児と、５歳児の肢体不自由児が保護者のもとから毎日通園バ

スで通園している。一人ひとりの状態や、年齢に応じた保育を通して、対人関係・社会

性・基本的生活習慣等の発達を促している。知的障がい児と肢体不自由児が同じフロア

で過ごしているため日常的に交流する機会がある。 

 

 (2) センター機能を活かした療育 

  ア 様々な相談への対応 

    保護者が不安に思われる障がいや病気、福祉制度、発達についての相談を小児科医（セ

ンター長）・看護師・ケースワーカー・発達相談員などによって年間計画に沿って実施し

ている。また保護者の希望によっては精神科の診療も行っている。 

 

  イ 作業療法士（ＯＴ）と理学療法士（ＰＴ）、言語聴覚士（ＳＴ）との連携 

    知的障がい児、肢体不自由児（２～５歳）を対象に、日常的な活動を通した姿勢調整

や感覚運動面・ことばやコミュニケーション能力などを、保育担当者を中心にＯＴ、  

ＰＴ、ＳＴとともに育てていく事と、保育担当者の資質向上を目的として実施している。 

 

 実施内容例（３、４、５歳児） 

知的障がい児クラス 肢体不自由児クラス 

【ＯＴ保育】 
・姿勢チェック（全員、年２回） 
・ＯＴによる保育観察（各クラスより個別ケース
に感覚の特徴、運動面、生活面について助言） 

・その他カンファ等で感覚チェック相談 
◎保護者学習会 

【ＯＴ】 
◎ＯＴ保育 
・着脱 ・運動会競技姿勢確認 
・福祉用品見学 ・砂あそび 
・サポートブックについて 
◎保護者学習会 
【ＰＴ】 
◎ＰＴ保育 
・トイレの姿勢確認 ・運動あそび（乗り物） 
・トイレ動作の確認 ・座位保持椅子の確認 
          ・運動会競技姿勢確認 

【ＳＴ保育】 
◎保護者学習会 
◎言語相談（新入園児・年長児） 
◎個別訓練（ＳＴ・保育スタッフ対応） １名 
◎食事評価 ４名、訓練 ４名 

【ＳＴ】 
◎ことばの保育 
・サポートブック ・おやつ  
・布ブランコ ・スイッチ ・シール貼り 
・クルクルカップ ・芋ほりごっこ  
・大きなかぶ 
◎保護者学習会 
◎言語相談（全員） 
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 (3) センター独自の療育 

  ア 水泳指導 

    目的：・水に触れる楽しさを知る。 

       ・継続的に水に入る経験をすることで、全身の感覚や運動発達を刺激し促進を

図る。 

       ・溺れない技術を身につける。 

       ・水に入るための社会的ルールを身につける。 

    内容：施設内のプールを活用し、各クラス月１～２回程度保護者同伴のもと実施して

いる。 

 

    実施状況表 

ク ラ ス 回数 

知的障がい（単独） ３～５歳（６クラス）  ６５ 

肢 体 不 自 由  ３～５歳（３クラス）  ２４ 

知的障がい（親子） ２歳  （２クラス）  １５ 

肢 体 不 自 由  ２歳  （１クラス）   ５ 

    ※令和元年度は、肢体不自由３～５歳児３クラス合同で行った。 

 

  イ 保育所交流（のびのび園） 

    地域の同年齢の子ども達と共に様々な遊びや行事などを体験し、社会性や対人共感性

を深める機会として、近隣保育所と年間を通した交流を行っている。 

 

 令和元年度 保育所交流実績 

 日（曜） 時 間 内 容 場所 
対   象 のびのび園参加人数 

保 育 所 のびのび園 子 職員 ボラ等 

１ ７/１２（金） 11:00～11:30 誕生会 のび ノロウイルス感染症のため中止    

２ ７/１８（木） 11:00～11:30 交流保育 のび ノロウイルス感染症のため中止    

３ ８/２７（火） ８:45～16:00 職員交流 のび   －  １ － 

４ １０/１７（木） 11:00～11:30 交流保育 のび   ６３  ３ － 

５ １０/２１（月） 10:30～11:15 園庭開放 姪保    ８  ４ － 

６ １０/３１（木） 10:30～11:15 園庭開放 姪保   １１  ３ － 

７ １１/６（水） ８:45～16:00 職員交流 姪保   －  ３ － 

８ １１/８（金） 10:30～11:15 園庭開放 姪保    ９  ４ － 

９ １１/１４（木） 10:30～11:15 園庭開放 姪保    ９  ３ － 

10 １２/１２（木） 10:45～11:15 観劇 姪保   ２３  ８ － 

11 １/２９（水） 11:00～11:30 誕生会 のび   ６２ ２３ － 
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７ 療育人数・療育日数 （単位：人・日） 
 

区  分 

のびのび園（３～５歳児） きらきら園（１・２・３歳児） 

計 

単 独 通 園 親 子 通 園 

知 的 

障がい 

３～５歳児 

肢 体 

不自由 

５歳児 

肢 体 

不自由 

４歳児 

肢 体 

不自由 

３歳児 

知 的 

障がい 

２・３歳児 

知 的 

障がい 

１歳児 

肢 体 

不自由 

２歳児 

肢 体 

不自由 

１歳児 

実 療 育 人 数     ６２     ５     ８     ９    １９   ７   ６  １０    １２６ 

療 育 日 数    ２２４   ２２０   ２１５   １２８   １６９  ３６  ９０  ９０  １,１７２ 

延要療育人数 １４,０２８ １,０６７ １,３８７ １,０２３ １,４３１ １９４ ５４１ ３５８ ２０,０２９ 

延 療 育 人 数 １２,１４４   ７６６   ９１１   ６０４ １,０５３ １４７ ３４８ ３０２ １６,２７５ 

出 席 率 ８６.５％ ７１.８％ ６５.７％ ５９.０％ ７３.６％ ７５.８％ ６４.３％ ８４.３％ ８１.３％ 

 

 

８ 月別在籍児・入退園児数 （単位：人） 
 

区     分 Ｈ31年４月 Ｒ２年３月 

のびのび園 

（３～５歳児） 

知的障がい 
初日在籍 ６２  

末日在籍  ６２ 

肢体不自由 
初日在籍 ２１  

末日在籍  ２２ 

きらきら園 

(１･２･３歳児) 

知的障がい 
初日在籍 １４  

末日在籍  ２６ 

肢体不自由 
初日在籍 １３  

末日在籍  １６ 

 

 

９ 年齢別在籍児の状況 （単位：人） 
 

区  分 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

のびのび園 

（３～５歳児） 

知的障がい 

男  －  －  ２ ２７ １８  ４７ 

女  －  －  ０  ５ １０  １５ 

小計  －  －  ２ ３２ ２８  ６２ 

肢体不自由 

男  －  －  ４  ３  ４  １１ 

女  －  －  ５  ５  １  １１ 

小計  －  －  ９  ８  ５  ２２ 

きらきら園 

(１･２･３歳児) 

知的障がい 

男  ６ １４  ２  －  －  ２２ 

女  １  ２  １  －  －   ４ 

小計  ７ １６  ３  －  －  ２６ 

肢体不自由 

男  ６  ４  －  －  －  １０ 

女  ４  ２  －  －  －   ６ 

小計 １０  ６  －  －  －  １６ 

計 １７ ２２ １４ ４０ ３３ １２６ 

※ 令和２年３月末日現在 
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10 発達診断種別 （単位：人） 
 

区   分 
のびのび園（３～５歳児） きらきら園（１･２･４･５歳児) 

計 
知的障がい児 肢体不自由児 知的障がい児 肢体不自由児 

精 神 遅 滞 １５  －  ６  －  ２１ 

精神運動発達遅滞  － １３  ３ １１  ２７ 

脳 性 運 動 障 が い  １  ９  －  ４  １４ 

発 達 障 が い ４６  － １７  －  ６３ 

そ の 他  －  －  －  １   １ 

計 ６２ ２２ ２６ １６ １２６ 

※ 令和２年３月末日現在 

 

 

11 居住地別在籍児の状況 （単位：人） 
 

区   分 城南区 早良区 西 区 中央区 市 外 計 

のびのび園 

(３～５歳児) 

知的障がい － １１  ５１ － －  ６２ 

肢体不自由 － １０  １２ － －  ２２ 

きらきら園 

(１･２･３歳児) 

知的障がい －  －  ２６ － －  ２６ 

肢体不自由 －  －  １６ － －  １６ 

計 － ２１ １０５ － － １２６ 

                      ※ 令和２年３月末日現在 

 

 

12 新規入園児の入所前の状況 （単位：人） 
 

区    分 
のびのび園 (３～５歳児) きらきら園 (１･２･３歳児) 

計 
知的障がい 肢体不自由 知的障がい 肢体不自由 

在 宅  ２  －  ７  －  ９ 

西
部
療
育
セ
ン
タ
ー 

知的障がい児のびのび園（３～５歳児）  －  －  －  －  － 

肢体不自由児のびのび園（３～５歳児）  ４  －  －  －  ４ 

知的障がい児きらきら園（１・２歳児）  １  －  －  －  １ 

肢体不自由児きらきら園（１･２･４･５歳児）  １  ７  －  －  ８ 

西 部 外 来  －  ２  ２ １２ １６ 

保育園（障がい児保育）  ２  －  ２  －  ４ 

保育園（障がい児保育以外）  １  －  －  －  １ 

幼 稚 園 １０ 
（うち９名が分園と並行） 

 －  ２  － １２ 

他 の 施 設  ２  １  －  －  ３ 

転 居  －  －  ２  －  ２ 

分 園  １  －  －  －  １ 

計 ２４ １０ １５ １２ ６１ 
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13 進路状況 （単位：人） 
 

在籍クラス 

進 路 先 

のびのび園(３～５歳児) きらきら園(１･２･３歳児) 
計 

知的障がい 肢体不自由 知的障がい 肢体不自由 

西

部

療

育

セ

ン

タ

ー 

知的障がい児のびのび園 

（３～５歳児クラス） 
３４  １  ５  －  ４０ 

知的障がい児きらきら園 

（１・２歳児クラス） 
 －  －  ６  １   ７ 

肢体不自由児のびのび園 

（３～５歳児クラス） 
 － １４  －  ５  １９ 

肢体不自由児きらきら園 

（１・２歳児クラス） 
 －  －  －  ７   ７ 

他 の 通 園 施 設  －  ２  ５  １   ８ 

保育園（障がい児保育）  －  －  １  －   １ 

保育園（障がい児保育以外）  －  －  ３  １   ４ 

幼 稚 園  －  －  ６  －   ６ 

小 
 

学 
 

校 

通 常 学 級  －  －  －  －  － 

特
別
支
援
学
級 

知的障がい １３  －  －  －  １３ 

情緒障がい  －  －  －  －   － 

肢体不自由  １  －  －  －   １ 

聴覚障がい  －  －  －  －   － 

言語障がい  －  －  －  －   － 

弱   視  －  －  －  －   － 

特別支援学校（知的障がい） １２  －  －  －  １２ 

特別支援学校（肢体不自由）  ２  ４  －  －   ６ 

特別支援学校（病弱）  －  －  －  －   － 

特別支援学校（視覚）幼稚部  －  －  －  －   － 

特別支援学校（聴覚）  －  －  －  －   － 

在     宅  －  －  －  １   １ 

転     居  －  １  －  －   １ 

そ  の  他  －  －  －  －   － 

計 ６２ ２２ ２６ １６ １２６ 

                                ※ 令和２年３月末日現在 
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14 居宅訪問型児童発達支援 

 

 (1) 概要 

   外出することが著しく困難な障がい児の居宅を訪問し、日常生活における基本的な動作

の指導、知識技能の付与等の支援を行っている。 

 

 (2) 内容 

  ・児童発達支援計画を作成し、当該計画に基づく療育及び保育を行っている。 

  ・障がい児の居宅を訪問し、支援を行っている。 

 

 (3) 対象 

   重症心身障がい児などの重度の障がいがあって、児童発達支援等の障がい児通所支援を

受けるために外出することが著しく困難な障がい児 
 

契約人数 １人 

延利用人数 ５人 

利用実人数 １人 
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第 ４ 障がい児等療育支援事業 
 

 

１ 概 要 

 

  西部療育センターでは、障がい児（者）地域療育等支援事業を平成１４年度の開設時より

福岡市から受託し、地域での療育・生活を支援するサービスを実施している。平成１８年  

１０月の障害者自立支援法施行に伴い、本事業を障がい児等療育支援事業・障がい者相談支

援事業（３５ページ）として受託し実施している。 

 

 (1) 目 的 

   障がい児の地域での生活を支えるため、身近な地域で療育支援や相談が受けられるよう

療育機能を充実させるとともに、地域の関係機関との連携により福祉の向上を図る。 

 

 (2) 対象者 

   福岡市西区・早良区在住の重症心身障がい児（者）・知的障がい児・身体障がい児 

 

 (3) 事業内容 

  ア 在宅訪問等による療育支援 

    在宅障がい児（者）の家庭に定期的もしくは随時訪問するか、地域を巡回し、在宅障

がい児及びその保護者に対して各種の相談・支援を行う事業。 

 

  イ 外来による療育支援 

    障がい児及び保護者に対し、外来の方法により、各種の相談・支援を行う事業。 

 

  ウ 施設訪問による療育支援 

    障がい児通園事業を行っている施設、障がい児保育を行う幼稚園・保育園の職員等に

対して療育に関する技術支援を行う事業。 

 

 (4) その他 

   重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業 

    児童相談所が実施していた福岡市在宅重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業を平

成１４年度から福岡市社会福祉事業団が引き継ぎ実施している。 

    在宅の重症心身障がい児（者）に対し、医師・療法士・相談支援専門員等が家庭訪問

を行い、日常生活・家庭療育・家庭環境の改善等に関する助言・支援を行うことにより、

障がい児（者）および家庭の福祉の増進を図ることを目的とする。 
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２ 実施状況 

 

 (1) 在宅訪問等による療育支援 

   本人の体調や家庭状況により来所困難な方に医師・理学療法士・作業療法士・保育士等

が訪問し、診察・訓練・保育等を実施している。訓練・保育を担当する職員がそれぞれ訪

問し、通園や外来療育等開始にむけ、本人・家族の状況を整えている。 

 

 (2) 外来による療育支援 

   発達相談員・保育士による個別や集団での療育、作業療法士や言語聴覚士による集団で

の療育、保護者向けの勉強会を実施している。 

 

 (3) 施設支援による療育支援 

   小学校・特別支援学校・幼稚園・保育園・通園施設等に訪問し、施設支援を実施してい

る。施設支援の多くは幼稚園・保育園からの依頼による訪問であり、幼稚園・保育園に在

籍するケースの相談件数の増加とともにそのニーズは高まっている。発達相談員や児童指

導員等が保育見学を行いケースカンファレンスで情報交換、助言を行った。また学校へは

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が肢体不自由児のケースに実施した。 

 

 (4) 重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業 

 
(1)在宅訪問等による支援 件 数 
 ①個人宅    １４ 
 ②通園施設     ４ 
 ③病院・施設等     － 

計    １８ 

  

(2)外来による療育支援 件 数 
 ①グループ外来療育   ６３６ 
 ②わんぱく学級グループ療育   ３８９ 
 ③個別療育・面接   ３７９ 
 ④障がい児保育個別面接    ５９ 
 ⑤保護者勉強会   ２３０ 

計 １，６９３ 

 

(3)施設訪問による 

  支援 

 職 種 支
援
対
象
児
数 

件 

数 

※ 

医 

師 

Ｐ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ 

Ｓ
Ｔ 

指
導
員 

発
達
相
談
員 

Ｃ
Ｗ 

 ①通園施設  ４ － － ４ － － －  ３ 
 ②障がい児保育  １ － １ － １ １ －  １ 
 ③幼稚園・保育園  ２ － ２ － － － －  ２ 
 ④成人施設  － － － － － － －  － 
 ⑤学校  ４ － ３ １ － － － ２０ 
 ⑥その他の関係機関  ２ － １ １ － １ １ ３３ 

 １３ － ７ ６ １ ２ １ ５９ 

※同一施設に複数職員が訪問した場合も１件とカウントしている。 
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第 ５ 障がい児相談支援事業 

    （障がい者相談支援事業） 
 

 

１ 概 要 

 

  西部療育センターでは、平成１４年度開設時に「障害児（者）地域療育等支援事業」を受

託し、身近な地域での療育・生活についての相談支援を行い、平成１９年度からは平成１８

年１０月の障害者自立支援法施行にともなって「障がい者相談支援事業」として実施してき

た。 

  さらに平成２４年度には、障害者自立支援法・児童福祉法の一部改正により、児童デイサ

ービス及び障がい児施設の一元化が図られ、当センターも「児童発達支援センター」として

施設の専門性を活かし地域の中核的な療育支援を担う施設として位置づけられた。 

  また、相談支援事業は「指定特定相談支援事業及び指定障がい児相談支援事業」として地

域支援の強化機能に位置づけられ、従来の相談支援事業に加えて、通園や居宅サービス利用

のための利用計画作成やモニタリングなどを行っている。 

 

 (1) 対象者 

   福岡市西区・早良区在住の重症心身障がい児（者）、知的障がい児、発達障がい児、 

肢体不自由児 

 

 (2) 事業の内容 

  ・生活全般に関する相談支援 

    育児、家事、福祉サービス利用、医療・健康、家族関係・人間関係、経済・家計、 

    権利擁護、 等 

  ・障がいの理解・受容に関する支援 

  ・地域の障がい福祉事業者や通園施設等の情報提供・活用支援 

  ・障がい児支援利用計画等の作成及び評価 

  ・訪問・来所等による継続的モニタリング 

  ・福岡市障がい者等地域生活支援協議会、個別ケア会議等への参加 

  ・関係機関との連携・調整 

  ・その他必要な相談支援、助言 
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２ 実施状況 

 

 (1) 相談支援 

   当センターの相談支援は、１８歳未満を対象としているが、施設の性格上、年齢構成で

は、就学前が全体の９０％、学齢期が全体の７％を占めている。子どもの様子や保護者の

心配事ごとを整理しながら、受診や関係機関につなげ、関係機関と連絡をとりながら継続

支援したケースもあった。 

   また、保護者に障がいがある場合や家庭基盤が脆弱で、適切な養育ができにくい状況に

あるケースもあり、関係機関と密に連携を取りながら支援を行った。 

 

 

 表１ 相談対象年齢 （単位：人） 

年齢構成 ０～５歳 ６～11歳 12～14歳 15～17歳 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上 不明 総計 

人 数 ７６４ ６５ ２ ２ ２ ４ １ １ － １ ８４２ 

 

 表２ 障がい種別・障がい程度 （単位：人） 

区分 重症心身障害 身体障がい 知的障害 発達障害 精神疾患 その他 不明 総計 

総計 ２２ ６５ １３３ ５５４ － ５０ １８ ８４２ 

 

 表３ 相談支援件数 

相 談 支 援 件 数 

（ア）相談援助 － 

 ①来所相談 ７８２ 

 ②電話相談 １，７７６ 

 ③訪問相談 ３２１ 

 ④同行・引率 １０ 

 ⑤他機関調整 １，０２７ 

 ⑥ケア会議 ２４２ 

 ⑦社会資源の情報収集 － 

 ⑧その他 １２ 

    生活支援相談援助計 ４，１７０ 

（イ）ボランティア育成 ２（１２人） 

（ウ）地域啓発事業 １（３２６人） 

 

 表４ 障がい児支援利用計画作成件数 

 件 数 

 利用計画案作成 １８８ 

 利用計画作成 １８６ 

 モニタリング ２２６ 
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 (2) 福岡市障がい者等地域生活支援協議会 

   福岡市においては、従前の福岡市地域自立支援協議会が見直され、平成２４年８月に「福

岡市障がい者等地域生活支援協議会」が設置された。同協議会に、当センター長が協議会

委員として参画し、相談支援専門員は、早良区及び西区部会に区部会委員、オブザーバー

として参画している。 

    福岡市障がい者等地域生活支援協議会   ２回 

    早良区部会・西区部会         １１回 

    専門部会（こども部会）         ０回 

    その他                １６回 

 

 (3) その他の連携会議等   ２１回 

  ・福岡県支援事業受託施設連絡協議会 

   （福岡県、福岡市、北九州市の障がい児等療育支援事業を受託する施設の連絡協議会） 

  ・福岡県在宅重症児者連携会議 

   （福岡県内の重症心身障がい児者を支援する施設・事業所の連携会議） 

  ・相談支援連絡会 

   （障がい児相談支援事業を実施する民間児童発達支援センター、あゆみ学園、めばえ学

園、心身障がい福祉センター、東部療育センターとの連携会議） 

  ・事業団相談支援会議 

   （心身障がい福祉センター、東部療育センターとの連携会議） 
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第 ６ 日中一時支援事業 
 

 

１ 概 要 

 

  「日中一時支援事業」は、平成１８年１０月から障害者自立支援法における地域生活支援

事業としてスタートし、現在に至る。保護者又は家族の疾病、事故、出産その他の理由によ

り家庭において保護を受けることが困難となった児童を対象に、事業者が管理運営する施設

で、一時的に保護を行うサービスである。又、平成２１年１１月から、新たに（知的障がい

を伴わない）発達障がい児を対象に加え、サービスを提供している。さらに平成２２年１０

月から緊急特別枠（一時的に定員を超えることが可能）を実施し、急な利用にも対応できる

ようになった。 

 

２ 内 容 

 

 (1) 対象児      １歳児から就学前までの知的障がい児、肢体不自由児及び発達障が

い児 

 

 (2) 契約       福岡市からの受給者証交付ののち、保護者と西部療育センターとの契約 

 

 (3) 利用の要件 

    ○社会的理由  疾病、就労、出産、冠婚葬祭、事故・災害、看護、学校等の公的行

事への参加等 

    ○私的理由   旅行、休息等 

    ※通園日についても、利用は可能 

 

 (4) 事業開始日    平成１６年７月１日（短期入所事業として開始） 

 

 (5) 利用日      月曜日から金曜日まで 

            ただし休園日及び祝祭日、行事等により対応が困難な日を除く 

 

 (6) 利用時間     ９：００～１７：１０ 

 

 (7) 利用人員     １日あたりの利用定員は４人～７人 

            ９：００～１４：００（３人） １４：００～１７：１０（４人） 

            （緊急特別枠 ９：００～１７：１０） 

 

 (8) 利用回数     各人 上限月５回 

 

 (9) 昼食       給食は希望者に、１食６５０円で提供（１日３食まで） 

            当日９：００以降の申し込みについては、弁当 

 

 (10) 交通       通園児は、希望があれば、親子通園の通園バスを利用することがで

きる（１０：００着・１４：００発） 
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３ 実施状況 

 

 (1) 利用の状況 

開館日数 実施日数 契約者数 実施回数 利用実人数 給食提供 

２１９日 ２１６日 １７４人 ９９３回 ９７人 ２７４食 

 

 (2) 支給決定区分別実施回数 （単位：回） 

区  分 単価１ 単価２ 単価３ 遷延性 重症心身 計 

４時間未満  ４９ １２２ ４５７ － ３９ ６６７ 

４時間以上  ９１  １６ １９９ － ２０ ３２６ 

８時間以上   －   －   － －  －   － 

計 １４０ １３８ ６５６ － ５９ ９９３ 

 

 (3) 利用者障がい種別人数 （単位：人） 

総数  知的障がい 肢体不自由 重症心身障がい 遷延性障がい 発達障がい 

９７  ７３ ３ ７ － １４ 
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第 ７ 西障がい者フレンドホーム 
 

 

１ 概 要 
 

  障がい者フレンドホームは、市内に在住する障がい（身体、知的、精神など）のある人（幼

児期から高齢者まで）を対象に、文化活動やいこいの場として利用していただく施設である。 

  主な事業は以下のとおりである。 

  ・リハビリ、文化教室事業 

  ・講習室の貸し出し 

  ・各種相談事業 

  ・生活介護事業 

  ・啓発事業 

   ＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

    令和２年 

     ２/22（土）～３/３（火） 主催教室中止（講習室の貸し出し有） 

     ３/４（水）～３/20（金） フレンドホーム休館 

     ３/21（土）～３/31（火） 主催教室中止（講習室は制限付で貸し出し） 

となった。 

 

２ リハビリ、文化教室 
 

 (1) 通年教室 

 教室の内容 

教 室 名 対 象 目 的 時間帯 

リハビリ教室 
（水曜日） 
 体操のほか 
・失語症者を対象とした 

コミュニケーション教室 
・マクラメ教室 
・パソコン教室 
（木曜日） 
・ヨガ教室 
・理学療法士による基礎
運動教室 

・作業療法士と作る健康
料理教室 

脳損傷により後遺症
が認められる人 

脳損傷による重度障がい者、高次
脳機能障がい者などの社会参加
の促進と障がい者とその家族が
気軽に交流する場を提供する。 

毎月１、２、３
週水曜日 
10:00～12:00 
13:00～14:30 
 
ヨガ：毎月 
第１・３木 
ＰＴ：毎月 
第２木 
ＯＴ:毎月 
第４木 

陶芸教室 障がいのある人 

芸術活動を通して社会参加の場
を提供し、より生き生きとした生
活を送れるよう支援する。 

毎週金 
10:00～12:00 

水墨画教室 障がいのある人 
毎月第２、４金 
13:30～15:30 

マクラメ教室 障がいのある人 
毎月第１土 
13:30～15:30 

絵画創作教室 
障がいのある小２～
中３までの学齢児 

障がいのある学齢児が、絵画を通
して、感性を豊かにしていくこと
を支援する。 

毎月第３土 
15:15～16:30 
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教 室 名 対 象 目 的 時間帯 

こども書道教室 
障がいのある小～高
校生 

障がいのある学齢児が、書道を通
して感性を豊かにしていくこと
を支援する。 

毎月第２土 
10:00～12:00 

こどもダンス教室 
身体・知的に障がい
のある年長～小学生 

障がいのある幼児～学齢児がダ
ンスを通して身体を動かすこと
で情緒の安定をはかる。 

毎月第２・４土 
11:00～15:00 

ヨーガストレッチ教室 障がいのある人 
ヨーガを通して、体のストレッ
チ、心身のリラックスをはかる。 

毎月第１・３木 
13:30～15:00 

健康マット体操教室 
脳損傷により後遺症
が認められる人 

脳損傷による重度障がい者の社
会参加の促進と軽スポーツ活動
の普及をはかる。 

毎月第２、４火 
10:00～11:30 

男性料理クラブ 障がいのある人 
料理作りを通して交流をはかり、
生活力を高める。 

毎月第１土 
10:00～12:30 

 

 スタッフと実績 

教 室 名 スタッフ 定 員 実施回数 参加延人数 

リ ハ ビ リ 教 室 

作業療法士 

言語聴覚士 

看 護 師 

理学療法士 

外 来 講 師 

水曜日１０人 

木曜日１２人 

水・木 

計６６回 

水：２８９人 

木：２９２人 

計５８１人 

リハビリ教室クラブ  ９回  ２８人 

陶 芸 教 室 外 来 講 師 １０人 ４２回 ３１１人 

水 墨 画 教 室 外 来 講 師 １０人 １６回  ８７人 

絵 画 創 作 教 室 外 来 講 師 １４人 １１回  ６３人 

こ ど も ダ ン ス 教 室 外 来 講 師 

・年長児 
・小学校１～２年 
・小学校３～６年 

各１２人 

２１回 ３３１人 

ヨーガストレッチ教室 外 来 講 師 １２人 １７回 １５１人 

健康マット体操教室 運動指導員・作業療法士 １２人 １７回  ５９人 

男 性 料 理 ク ラ ブ 作業療法士  ６人  ９回  ５２人 

マ ク ラ メ 教 室 外 来 講 師  ８人  ９回  ４８人 

こ ど も 書 道 教 室 外 来 講 師 １０人  ８回  ４１人 

 

 利用者の年齢構成 （単位：人） 

教 室 名 年長 小学生 中学生 高校生 
18～ 
20歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代～ 

リ ハ ビ リ 教 室   － － － － － ４ ４ ２ １２ ８ 

陶 芸 教 室   － － － １ － １ １ ２  ２ ３ 

水 墨 画 教 室   － － － － － － － －  １ ５ 

絵 画 創 作 教 室   ９ １ － － － － － －  － － 

こ ど も ダ ン ス 教 室 ７ ２４ － － － － － － －  － － 

ヨーガストレッチ教室   － － － － － １ ３ ２  ５ １ 

健康マット体操教室   － － － － － １ ２ １  ４ ４ 

男 性 料 理 ク ラ ブ   － － － － １ ２ １ １  １ １ 

マ ク ラ メ 教 室   － － － － － － － １  ２ ５ 

こ ど も 書 道 教 室   ９ １ － － － － － － － － 
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 障がい種別 （単位：人） 

 知的障がい 身体障がい 精神 

教 室 名 
遅

滞 

精
神
発
達 

自

閉

症 

ダ
ウ
ン
症 

障

が

い 

発

達 

そ

の

他 

脳
性
ま
ひ 

Ｃ

Ｖ

Ａ 

脳
障
が
い

そ

の

他 

整

形 

内

部 

聴

覚 

視

覚 

そ

の

他 

精

神 
発

達 

 

リ ハ ビ リ 教 室  － － － － － － ２０ １０ － － － － １ ３ － 

陶 芸 教 室  ２ １ － － － －  １  １ ２ － － ３ － ２ － 

水 墨 画 教 室  － － － － － －  １  － ５ － － － － － － 

絵 画 創 作 教 室  ４ ２  ２ － － －  －  － － － － － － － ６ 

こどもダンス教室 １０ ２ １７ － － －  －  － － － － － － － ４ 

ヨーガストレッチ教室  １ － － － － １  ２  － ２ － ２ － １ ３ － 

健康マット体操教室  １ － － － － －  ７  ３ － － １ － － － － 

男性料理クラブ  ５ － － － － －  １  １ － － － － － － － 

マ ク ラ メ 教 室  － － － － － －  ２  － ６ － － － － － － 

こども書道教室  ５ １ ３ － － － －  － － － － － － － ４ 

 （重複あり） 

 

 (2) 短期教室 

 対  象 参加者数 実施期間 

パ ソ コ ン 教 室 （ 初 級 ） 障がいのある人 ５人 
７/７～９/１ 全８回 

（参加延べ人数 ３８人） 

パ ソ コ ン エ ク セ ル 教 室 障がいのある人 ５人 
２/２～２/１６ ３回実施 

（参加延べ人数 １４人） 

親 子 プ ー ル 教 室 障がいのある年長～小２ ４組 
７/２３～８/１８ 全３回 

（参加延べ人数 １９人） 

タ ブ レ ッ ト 教 室 

（ i p a d ／ ア ン ド ロ イ ド ） 
障がいのある人 各４人 

ipad；６/２０、６/２７ 

アンドロイド；１０/３～１０/１７ 

（全参加延べ人数 １８人） 

西 ・ 早 良 フ レ ン ド 合 同 

茶 摘 み 体 験 教 室 
障がいのある人、介助者 ２０人 ４/２８実施 

革 ク ラ フ ト 教 室 障がいのある人、介助者 １１人 ８/２２実施 

出 張 革 細 工 教 室 障がいのある人・介助者 １０人 
９回実施 

（参加延べ人数 ９４人） 

親 子 パ ン 教 室 
障がいのある小～高校生

と保護者 
５組 

１０/１９実施 

（参加延べ人数 １２人） 

ミ ニ 映 画 上 映 会 
障がいのある人、介助者、

ボランティア 
６人 ２回実施 

リ ハ ビ リ 教 室 ク ラ ブ 
リハビリ教室利用者、 

介助者等 
５人 

９回実施 

（参加延べ人数 ４５人） 
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 (3) 交流教室 

 対  象 参加者数 実施期間 

苔 玉 作 り 教 室 障がいのある人、介助者 １２人 ７/２３実施 

フ ラ ダ ン ス 教 室 障がいのある人、介助者等 １２人 ７/２８実施 

ハーバリウムのボールペン作り 障がいのある人、介助者等 １８人 ７/３１実施 

夏 の 時 計 を 作 ろ う 障がいのある人、介助者等 １８人 ８/１６、８/２０実施 

ア ロ マ 教 室 障がいのある人、介助者等 １１人 １０/２７実施 

ク リ ス マ ス リ ー ス 作 り 障がいのある人、介助者等 ４人 １１/３０実施 

そ ば う ち 体 験 教 室 障がいのある人、介助者等 ２９人 ２/１６実施 

 

 (4) リハビリ・文化教室 長期・短期教室の総数 

区   分 教 室 数 参 加 者 数 

通 年 教 室 ２１６回 ２，６５５人 

短 期 教 室  ４９回   ３８７人 

総   数 ２６５回 ３，０４２人 

 （利用者・ボランティア延べ人数） 

 

３ 講習室の貸し出し 

 

  講習室は障がいのある人とその家族、ボランティア団体の方々に、活動・交流の場として

ご利用いただいている。浴室は障がいや設備の面で自宅での入浴が困難な人に家族等の介助

者の同伴でご利用いただいている。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年３月

４日～３月２０日まで休館、３月２１日～制限つきでの貸し出し再開となった。 

 

 部屋別利用状況（開所日数 ２８１日） 

区 分 利用件数 利用延人数 

講習室（ 大） １４４ ２，８４２ 
講習室（ 中） １０８   ５４６ 
講習室（ 小） １３０   ６３６ 

総 数 ３８２ ４，０２４ 

 

 利用目的の内訳 

区 分 総 数 
内    訳 

会 議 講習･研修会 趣味・教養 余 暇 活 動 そ の 他 
総 数
（人） 

４，０２４ １，０９３  ８３５  ８５８ １，２０８  ３０ 

構成比
（％） 

  １００  ２７．２  ２０．８ ２１．３  ３０．０ ０．７ 
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 利用者の内訳 

区 分 総 数 
内    訳 

障がい者 介助者 (家族等) 指導者・講師 ボランティア等 
総 数（人） ４，０２４ １，４９７ １，０９９  ８５１  ５７７ 
構成比（％）   １００  ３７．２ ２７．３ ２１．２ １４．３ 

 

４ 各種相談事業 

 

  フレンドホームでは障がいのある人やご家族等へ医療、福祉、生活に関する相談に対応し

ている。更生相談は以下の通りである。 

 

 (1) 更生相談 

利 用 人 数 ２７４人 

 

 相談件数 （単位：件） 

電 話 来 所 訪 問 その他 合 計 

１１ ７１ － １ ８３ 

 

５ 啓発事業 

事業名 実施日 

木の葉モール夏休みワークショップ ８月２日 

内浜公民館・西早良フレンド共催 スポーツ交流会 ９月１日 

せいぶ・フレンドフェア ９月７日 

フレンド合同 チャレンジ・ボッチャ １１月２４日 

西・城南フレンド合同 ふれあい作品展in木の葉モール橋本 １月１７日～１月２３日 

木の葉モール橋本 体験教室 １月１９日 

アクロス福岡 作品展 ２月１７日～２月２３日 
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第 ８ 給 食 
 

 

１ 概 要 

 

  通園部門（きらきら園、のびのび園）と生活介護に給食を提供した。対象年齢が１歳から

成人までと幅広く特別食の形態が多様で食数も多いのが特徴である。 

 

２ 調理状況 

月 

知
的
障
が
い 

肢
体
不
自
由 

生

活

介

護 

日

中

一

時 

職

員

等 

合 

計 

給

食

日

数 

日
平
均
食
数 

特

別

食 
粗

み

じ

ん 

あ

ら

小 

み

じ

ん 

極 

小 

ペ

ー

ス

ト 

ア
レ
ル
ギ
ー(

卵) 

ア
レ
ル
ギ
ー(

牛
乳) 

ア
レ
ル
ギ
ー(

そ
の
他) 

合 

計 

４
月 

678 155 113 6 － 952 13 73 
児 189 40 9 11 2 63 19 11 344 

生 － － － － 14 － － － 14 

５
月 

1,080 189 159 6 － 1,434 19 75 
児 265 60 10 8 － 59 18 6 426 

生 － － － － 11 － － － 11 

６
月 

1,170 234 146 8 1 1,559 20 78 
児 301 60 8 1 4 54 30 4 462 

生 － － 2 － 17 － － － 19 

７
月 

1,222 258 169 23 － 1,672 22 76 
児 320 84 13 1 2 83 30 7 540 

生 － － － － 26 － － － 26 

８
月 

768 125 94 22 － 1,009 13 78 
児 160 46 11 － 1 48 20 6 292 

生 － － － － 9 － － － 9 

９
月 

1,077 211 144 14 － 1,446 19 76 
児 233 67 4 － 6 79 25 8 422 

生 － － － － 2 － － － 2 

１０
月 

1,224 260 173 23 － 1,680 21 80 
児 305 81 9 － 18 113 22 7 555 

生 － － 1 － 19 － － 1 21 

１１
月 

1,244 261 167 34 － 1,706 20 85 
児 315 70 2 － 18 77 22 5 509 

生 － － 1 － 21 － － 1 23 

１２ 
月 

1,125 228 134 41 － 1,528 19 80 
児 286 70 4 － 10 62 13 － 445 

生 11 － － － 14 － － － 25 

１
月 

1,131 241 144 36 － 1,552 18 86 
児 276 70 4 － 16 77 19 5 467 

生 14 － － － 17 － － 1 32 

２
月 

1,106 234 136 36 － 1,512 18 84 
児 293 69 1 － 15 70 15 3 466 

生 12 － － － 13 － － － 25 

３
月 

995 230 102 33 － 1,360 16 85 
児 261 77 4 － 13 73 27 4 459 

生 2 － － － 14 － － － 16 

合
計 

12,820 2,626 1,681 282 1 17,410 218 － 
児 3,204 794 79 21 105 858 260 66 5,387 

生 39 － 4 － 177 － － 3 223 

 児：通園児 生：生活介護事業 
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３ 特別調理 

 

  アレルギーを持つ児童に対しては、それぞれの食品におきかえた除去食を提供している。

また、咀嚼力・嚥下力など個人に対応した形態別の調理を行っている。 

 

 令和２年３月実績 

 特別食内容 
食数  特別食内容 

食数 

通園 生活 通園 生活 

ご
は
ん 

軟 １４６  １ 

お
か
ず 

粗みじん ２６１  ２ 

かゆ  ２１  － みじん   ４  － 

ペースト  １０ １２ ペースト  １３ １４ 

パ
ン 

ミルク浸し  １５  － 極小   －  － 

スティック・太目   －  － あら小  ７７  － 

スティック・細目   ９  － 

ア
レ
ル
ギ
ー 

卵  ７３  － 

かゆ   ４  － 牛乳  ２７  － 

ペースト   －  － その他   ４  － 

メ
ン 

５cm  １０  －    －  － 

２cm  ２５  －    －  － 

粗みじん  １１  －    －  － 

みじん   ７  －    －  － 

ペースト   １  ２    －  － 

極小   －  － 計  ７１８ ３１ 

                                   生活：生活介護事業 

 

４ その他 

 

 ● 児童の栄養摂取状況を把握するため、必要に応じ個別に栄養価を算定している。 

 ● 保護者からの要望に応え、給食のレシピを作成し配布している。 
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第 ９ 啓発に関する事業 
 

 

(1) せいぶ・フレンドフェア 

  西部療育センター・西障がい者フレンドホームが協力して、催しや施設見学を行い、地域

の方々に身近な障がい児・者施設への理解を深めていただくことを目的に、令和元年９月７

日に地域啓発イベント「せいぶ・フレンドフェア」を開催した。 

  当日は、地域の方を中心に３２６名の参加があり、当センターの療育室やフレンドホーム

を見学したり、車いすやフレンドホームの教室の体験、ゲーム、手打ちそばやお茶のお点前

などで楽しんでいただいた。 

 

(2) ボランティア養成講座 

  令和元年６月４日、西部療育センターにおいて、福岡市全域の方を対象に、「ためになるボ

ランティア養成講座」として、講義、実技，施設紹介のＤＶＤ観賞を実施した。 

  講義内容は、「さまざまな障がいのある子どもとコミュニケーション」、「障がいのある子の

理解と関わり方のポイント」、「車いす体験」、「西部療育センター、フレンドホームのボラン

ティア活動、登録について」というテーマで言語聴覚士、保育士、作業療法士がそれぞれ話

をした。『体験型で理解しやすく、楽しく学ぶことができた』と好評であった。 

  ５名の参加があり、内１名がボランティア登録へとつながった。 
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第 １０ そ の 他 
 

 

１ 実習生・見学者 

 

 (1) 実習生 

   福祉人材の育成に寄与するため、実習生を下表のように受け入れた。周辺大学、短大、

専門学校から実習の依頼があり、中高総合学習では、当センターの周辺の学校、職場体験

では、保育士（障がい児保育体験）、特別支援学校教諭、介護等体験の学生などを受け入れ

た。 

 

  実習の内容 

養 成 種 目 項  目 
養成機関別 

計 
４年制大学 短 期 大 学 専 門 学 校 そ の 他 

保 育 士 

養成機関数  ３  １  ２  １   ７ 

件 数  ３  １  ２  １   ７ 

延 日 数 ８０ ４０ ３０ １０ １６０ 

学 生 実 数  ８  ４  ３  １  １６ 

社会福祉士 

養成機関数  －  －  －  －   － 

件 数  －  －  －  －   － 

延 日 数  －  －  －  －   － 

学 生 実 数  －  －  －  －   － 

言語聴覚士 

養成機関数  －  －  １  －   １ 

件 数  －  －  １  －   １ 

延 日 数  －  － ２８  －  ２８ 

学 生 実 数  －  －  １  －   １ 

理学療法士 

養成機関数  －  －  －  －   － 

件 数  －  －  －  －   － 

延 日 数  －  －  －  －   － 

学 生 実 数  －  －  －  －   － 

作業療法士 

養成機関数  －  －  １  －   １ 

件 数  －  －  １  －   １ 

延 日 数  －  －  １  －   １ 

学 生 実 数  －  － １０  －  １０ 

臨床心理士 

養成機関数  －  －  －  １   １ 

件 数  －  －  －  ２   ２ 

延 日 数  －  －  － ２９  ２９ 

学 生 実 数  －  －  －  ３   ３ 

養 成 機 関 数 合 計  ３  １  ４  ２  １０ 

件 数 合 計  ３  １  ４  ３  １１ 

延 日 数 合 計 ８０ ４０ ５９ ３９ ２１８ 

学 生 実 数 合 計  ８  ４ １４  ４  ３０ 

 ※件数：同じ学生の場合は同一件数で計上 
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 (2) 職場体験（幼稚園・保育園交流保育・介護体験等） 

   件   数   １１件 

   実 施 日 数   ２７日 

   体 験 者 数   ２７名 

 

 (3) 見学者 

   市内外から２２組１９５名が視察や見学のため来所された。特に学生、福祉関係者が多

かった。 

   対応の時間は９０分を目安とし、２０分の概要説明と５０分程度の見学案内をし、残り

２０分を質疑応答とした。 

 

 施設見学者の状況 

施 設 区 分 区 分 西 早良 城南 中央 南 博多 東 市外 県外 国外 計 

行 政 機 関 
見学者数 － ３２ － １８ － － － － － － ５０ 

団 体 数 － ３ － １ － － － － － － ４ 

福祉関係団体 
見学者数 － ５ － ３ － ３ － － ２ － １３ 

団 体 数 － ２ － １ － １ － － １ － ５ 

民生児童委員 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

福祉施設職員 
見学者数 ３ － ２２ － － － － － － － ２５ 

団 体 数 １ － １ － － － － － － － ２ 

学 校 関 係 
見学者数 ９ － － － － － － － － － ９ 

団 体 数 ３ － － － － － － － － － ３ 

学 生 
見学者数 ８１ － － ２ － １２ － － ２ － ９７ 

団 体 数 ４ － － １ － １ － － １ － ７ 

病 院 
見学者数 １ － － － － － － － － － １ 

団 体 数 １ － － － － － － － － － １ 

そ の 他 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

見学者数合計 ９４ ３７ ２２ ２３ － １５ － － ４ － １９５ 

団 体 数 合 計 ９ ５ １ ３ － ２ － － ２ － ２２ 
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２ 研修・研究 

 (1) 派遣研修 

派遣職員 派遣先 期 間 研  修  会  名 

センター長 名古屋市 ４日間 日本小児神経学会学術集会 

保育士 
東京都 
板橋区 

６日間 重度・重症児（者）医療・療育（基礎）講習会 

保育士 
理学療法士 

北九州市 ２日間 福岡県相談支援従事者初任者研修 

社会福祉職 千葉市 ２日間 
障害児・者相談支援事業全国連絡協議会総会及びコー
ディネーター研修会 

センター長 
保育士 

長崎市 ２日間 
全国児童発達支援協議会 中四国・九州ブロック職員
研修会 

理学療法士 広島市 ３日間 
脳性麻痺を伴った子どもへのボバース・アプローチ：
イントロダクトリー講習会 

嘱託員（保育士） 大野城市 １日間 感染症予防研修 

保育士 春日市 ３日間 
サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研
修 

保育士 福岡市 ６日間 自閉症スペクトラム支援者養成研修 

社会福祉職 福岡市 １日間 
サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研
修 

 

 (2) 職場研修 

実 施 日 内 容 （テーマ） 講   師 

平成３１年４月１日（月） 服務研修 相談係長 

令和元年５月２４日（金） 個人情報研修 次長 

令和元年６月７日（金） メンタルヘルス研修 
外部講師（整理収納アド
バイザー 余傳愛子） 

令和元年７月５日（金） 専門研修「もくもくグループの取り組み」 
外部講師（九州大学  
遠矢浩一氏） 

令和元年７月９日（火） メンタルヘルス研修 
福岡市社会福祉事業団 
相談員 中尾由美氏 

令和元年８月３０日（金） 接遇研修 通園係長 

令和元年１０月２５日（金） 児童虐待防止についての研修 通園係長・相談係長 

令和元年１１月１日（金） 
専門研修「幼児期の子どもの育ちと療育セ
ンター」 

センター長 

令和元年１２月１３日（金） 
人権研修「子どもの虐待の理解と対応につ
いて－発達特徴とアタッチメントを考え
る－」 

外部講師（福岡市子ども
家庭支援センターはぐ
はぐ所長 河浦龍生氏） 

令和２年１月１７日（金） 出張報告会 
センター職員（松尾紫
乃、金原佑佳、日髙彩菜） 
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 (3) 講師派遣 

派 遣 先 職  種 派 遣 内 容 回数 

福岡市 小児科医 研修会講師 １ 

福岡市 作業療法士 研修講師 １ 

西南学院大学 保育士 講義講師 １ 

生の松原特別支援学校 言語聴覚士 療育・教育相談 ４ 

今津特別支援学校 言語聴覚士 療育・教育相談 ２ 

福岡市私立幼稚園連盟 保育士 研修会講師 １ 

 

 (4) 研究発表・論文著作等 

項目 内容（テーマ） 研究会  

論文提出 

発達障害を有する知的単独通園
児に対する多面的アプローチの
報告～多職種、他機関との連携
を通した支援と実践～ 

令和元年度福岡市社会福祉事業
団研究・実践成果発表会提出 

古賀みゆき 
福田 真芳 

 

３ 乳幼児健診への協力 

 

  小児科医が福岡市の保健福祉行政への協力の一環として、乳幼児健診に従事した。 

事  業  名 場  所 実施件数 
従事職員数 

（実人数） 

乳幼児健康診査 西区保健福祉センター  ２ １ 

 

４ 地域との連携 

 

  地域の関係団体、機関と以下のような関わりをもち、地域の一員としての役割を担った。 

団体・機関名 担当内容 主な担当 実     績 

内浜校区 委 員 次  長 新春のつどい参加（１回） 

今津特別支援学校 サポーター 相談係長 サポーター会議出席（３回） 

内浜校区 
人権尊重推進協議会 

運 営 委 員 相談係長 
運営委員会 
※新型コロナウイルス感染症対応のため
中止 

 

５ 地域の子育て支援「きらきら広場」 

 

 (1) 地域の３歳未満児の子育て支援を目的として、西区在住の未就園児とその保護者を対象

に、遊びの場の提供とスタッフによる親子遊びや手遊びの紹介、紙芝居や絵本の読み聞

かせ等を行った。 
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 (2) 令和元年度 きらきら広場実績 

日時 

子ども 

 

（名） 

保護者 

 

（名） 

リピーター 

 

（組） 

交通手段（組） 
情報源（組） 

※複数回答あり 

徒 歩 自転車 その他 市政便り 
ちらし 

ポスター 
友だち 

不 明 

その他 

５月 １３ １１ － ７ ３ ３ １０ － ２ １ 

６月 ２ ２ １ １ － １ － １ － １ 

９月 １０ １０ １ ６ １ ３ ６ ２ － ２ 

１０月 ６ ６ ４ ５ － １ ４ － １ １ 

１１月 ９ ９ ２ ６ － ３ ４ － ２ ３ 

１２月 ３ ３ ２ ３ － － ３ － － － 

合計 ４３ ４１ １０ ２８ ４ １１ ２７ ３ ５ ８ 

 

６ ボランティア 

 

 (1) 登録者の状況 

 ボランティア登録者の年齢構成 （単位：人） 

 19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計 

女 － ７ ８ １５ ５ ６ ３ １ ４５ 

男 － － －  － － １ － －  １ 

合 計 － ７ ８ １５ ５ ７ ３ １ ４６ 

 

 (2) 活動状況 

区   分 活 動 項 目 合計 

通園係 通園児 保育補助、託児（きらきら園）  ８２ 

保育補助、託児（のびのび園） 
ＭＲ ０ 
ＭＤ ０ 

きょう 
だい児 

託児（プール、きょうだい児同伴時、園行事等）  ４３ 

行事関係 運動会、芋ほり除草作業、芋ほり遠足 
 ２３ 

（事業団７含む） 

相談係 外来療育 きょうだい児託児  ２２ 

フレンド 教 室 リハビリ教室 １７５ 

絵画教室   ７ 

こどもダンス教室 
 ３６ 

（うち事業団１８） 

男の料理教室 
 ２７ 

（うち事業団８） 

こども教室（夏・冬等）・単発教室等 
 ４９ 

（うち事業団１） 

教材製作  ３１ 

計 ４９５ 

 



 

施設のご案内 

利 用 時 間 

 ●西部療育センター 

  月～金曜日   ９時～１７時 

 ●西障がい者フレンドホーム 

  火～日曜日   ９時～１８時 

 

交 通 機 関 

 ●地下鉄・ＪＲ 「姪浜駅」下車徒歩５分 

 ●西鉄バス 

  ・西区役所北側「内浜西区役所前」下車 

   徒歩３分 

  ・ウエストコート東側「内浜ウエストコート東」下車 

   徒歩５分 

 

連 絡 先 

 西部療育センター          西障がい者フレンドホーム 

 ●ＴＥＬ（０９２）８８３－７１６１ ●ＴＥＬ（０９２）８８３－７０１７ 

 ●ＦＡＸ（０９２）８８３－７１６３ ●ＦＡＸ（０９２）８８３－７０３７ 

 ●ホームページアドレス  

  http://www.fc-jigyoudan.org/seibu/  

 

所 在 地 

 〒８１９－０００５ 福岡市西区内浜一丁目５番５４号 
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